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論
考

『
三
国
志
』
東
夷
伝

倭
人
の
条
に
現
れ
た
世
界
観
と
国
際
関
係

渡
邉

義
浩

は
じ
め
に

日
本
で
「
魏
志
倭
人
伝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭

人
の
条
（
以
下
、
「
倭
人
の
条
」
と
略
称
）
は
、
倭
国
と
曹
魏
と
の
朝
貢
・
回
賜

関
係
、
倭
の
諸
国
と
道
程
、
倭
国
の
地
誌
と
政
治
体
制
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
う

（
一
）

ち
、
倭
の
諸
国
と
そ
こ
へ
の
道
程
の
解
釈
を
中
心
と
す
る
邪
馬
台
国
論
争
に
は
、

厖
大
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
も
有
力
な
邪
馬
台
国
の
所
在
を
そ

（
二
）

れ
ぞ
れ
九
州
と
畿
内
に
求
め
る
両
説
は
、
「
倭
人
の
条
」
の
記
述
が
、
日
本
の
地

理
や
歴
史
に
対
す
る
現
代
的
な
常
識
に
反
し
て
い
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
読
み
方

の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

（
三
）

し
か
し
、
「
倭
人
の
条
」
の
記
録
が
日
本
の
地
理
や
歴
史
と
合
致
す
る
か
否
か

は
、
『
三
国
志
』
に
と
っ
て
二
次
的
な
問
題
に
過
ぎ
な
い
。
三
品
彰
英
が
提
唱
し

た
よ
う
に
、
「
倭
人
の
条
」
は
撰
者
の
考
え
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
四
）

そ
の
た
め
に
は
、
「
倭
人
の
条
」
だ
け
で
は
な
く
『
三
国
志
』
全
体
が
抱
え
る
史

料
と
し
て
の
性
格
か
ら
、
「
倭
人
の
条
」
の
理
念
と
現
実
を
分
け
て
論
じ
な
け
れ

（
五
）

ば
な
る
ま
い
。

本
稿
は
、
三
国
時
代
の
国
際
関
係
と
曹
魏
国
内
の
政
治
状
況
、
お
よ
び
陳
寿
に

代
表
さ
れ
る
史
家
の
世
界
観
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
倭
人
の
条
」
を
『
三
国
志
』

の
一
部
と
し
て
解
読
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
二
人
の
「
親
魏
」
王

つ
と
に
手
塚
隆
義
が
着
目
し
た
よ
う
に
、
曹
魏
が
夷
狄
に
与
え
た
称
号
の
中
で

（
六
）

｢

親
魏
○
○
王
」
と
『
三
国
志
』
が
表
記
す
る
も
の
は
、
「
親
魏
大
月
氏
王
」
と

｢

親
魏
倭
王
」
し
か
な
い
。
『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

注
引
『
魏
略
』
に
、

（
七
）

（
車
師
後
部
）
王

頼
城
を
治
と
す
。
魏

其
の
王
た
る
壹
多
雑
に
守
魏
侍
中

・
号
大
都
尉
を
賜
ひ
、
魏
の
王
の
印
を
受
け
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
東
夷
伝
の
注
に
引
く
『
魏
略
』
は
、
車
師
後
部
王
の
壹
多
雑
に

｢

魏
の
王
の
印
」
を
与
え
た
こ
と
を
記
し
、
大
庭
脩
は
こ
の
印
が
「
親
魏
車
師
後

部
王
」
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
陳
寿
の
『
三
国
志
』
は
、
こ

（
八
）

れ
を
記
載
せ
ず
、
「
親
魏
○
○
王
」
と
い
う
称
号
の
形
を
「
親
魏
大
月
氏
王
」
と

｢

親
魏
倭
王
」
の
み
に
限
定
す
る
。
称
号
の
形
が
同
一
で
あ
る
こ
と
は
、
二
つ
の

国
家
の
重
要
性
や
力
量
を
同
等
に
位
置
づ
け
る
た
め
の
表
現
と
考
え
て
よ
い
。

曹
魏
の
明
帝
が
、
大
月
氏
の
波
調
王
（
ヴ
ァ
ー
ス
デ
ー
ヴ
ァ
王
）
を
「
親
魏
大

月
氏
王
」
に
封
建
し
た
の
は
、
太
和
三
（
二
二
九
）
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

（
九
）

た
と
え
ば
、
遼
東
半
島
を
支
配
し
て
い
た
公
孫
淵
に
、
懐
柔
の
た
め
明
帝
が
与
え

た
称
号
は
「
楽
浪
公
」
に
止
ま
っ
て
い
る
。
よ
り
高
位
の
王
号
賜
与
の
背
景
に
は
、

（
一
〇
）

蜀
漢
と
の
緊
迫
し
た
国
際
情
勢
が
あ
っ
た
。

王
号
賜
与
の
二
年
前
、
蜀
漢
の
建
興
五
（
二
二
七
）
年
、
諸
葛
亮
は
第
一
次
北

伐
に
よ
り
、
涼
州
の
支
配
を
目
指
し
た
。
そ
の
際
に
出
さ
れ
た
後
主
劉
禅
の
詔
に
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は
、
『
三
国
志
』
巻
三
十
三

後
主
伝
注
引
『
諸
葛
亮
集
』
に
、

（
一
一
）

涼
州
の
諸
国
王
、
各
掩
月
支
・
康
居
の
胡
侯
た
る
支
富
・
康
植
ら
二
十
余
人

を
遣
は
し
、
詣
り
て
節
度
を
受
け
、
大
軍

北
出
す
れ
ば
、
便
ち
兵
馬
を
率

将
し
、
戈
を
奮
ひ
て
先
駆
た
ら
し
め
ん
と
欲
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
涼
州
の
諸
国
王
が
、
「
月
支
」
（
月
氏
）
や
康
居
の
将
兵
を
派

遣
し
、
蜀
漢
の
北
伐
に
呼
応
す
る
、
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
諸
葛
亮
の
第
一
次
北

伐
に
よ
り
、
一
時
的
に
涼
州
支
配
を
途
絶
さ
れ
た
明
帝
が
、
大
月
氏
の
波
調
王
の

朝
貢
を
歓
待
し
、
「
親
魏
大
月
氏
王
」
に
封
建
し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
諸
葛
亮
の
異
民
族
と
の
連
携
は
止
ま
ず
、
建
興
十
一
（
二
三

三
）
年
に
は
、
鮮
卑
の
軻
比
能
が
曹
魏
に
背
き
、
諸
葛
亮
に
従
っ
て
い
る
（
『
三

国
志
』
巻
三
十
五

諸
葛
亮
伝
注
引
『
漢
晉
春
秋
』
）
。
曹
魏
に
と
っ
て
の
大
月
氏

国
の
重
要
性
は
、
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
「
親
魏
大
月
氏
王
」
は
、
蜀
漢
の
北
伐
に
対
し
て
、
涼
州
の
背

後
を
固
め
る
た
め
に
賜
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
同
じ
形
を
持
つ

｢

親
魏
倭
王
」
は
、
い
か
な
る
国
際
情
勢
の
中
で
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

｢

倭
人
の
条
」
の
中
で
最
も
史
料
的
価
値
の
高
い
部
分
で
あ
る
制
詔
は
、
卑
弥

呼
を
親
魏
倭
王
に
封
建
す
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
『
三
国
志
』
巻

三
十

東
夷
伝

倭
人
の
条
に
、

（
一
二
）

親
魏
倭
王
の
卑
弥
呼
に
制
詔
す
。
帯
方
太
守
の
劉
夏
、
使
を
遣
は
し
て
汝
の

大
夫
た
る
難
升
米
・
次
使
た
る
都
市
牛
利
を
送
り
、
汝
の
献
ず
る
所
の
男
の

生
口
四
人
・
女
の
生
口
六
人
・
班
布
二
匹
二
丈
を
奉
り
て
、
以
て
到
る
。
汝

の
在
る
所
は
踰
か
に
遠
き
も
、
乃
ち
使
を
遣
は
し
て
貢
献
す
。
是
れ
汝
の
忠

孝
た
れ
ば
、
我

甚
だ
汝
を

哀

し
む
。
今

汝
を
以
て
親
魏
倭
王
と
為
し
、

い
つ
く

金
印
紫
綬
を
仮
し
、
装
封
し
て
帯
方
太
守
に
付
し
、
汝
に
仮
授
せ
し
む
。
其

れ
種
人
を
綏
撫
し
、
勉
め
て
孝
順
を
為
せ
。
汝
の
来
使
た
る
難
升
米
・
牛
利

は
遠
き
を
渉
り
、
道
路
に
勤
労
せ
り
。
今

難
升
米
を
以
て
率
善
中
郎
将
と

為
し
、
牛
利
を
率
善
校
尉
と
為
し
、
銀
印
青
綬
を
仮
し
、
引
見
し
て
労
ひ
賜

ひ
て
遣
還
せ
し
む
。
今

絳
地
交
龍
錦
五
匹
、
絳
地
縐
粟
罽
十
張
、
蒨
絳
五

十
匹
、
紺
青
五
十
匹
を
以
て
、
汝
の
献
ず
る
所
の
貢
直
に
答
ふ
。
又

特
に

汝
に
紺
地
句
文
錦
三
匹
、
細
班
華
罽
五
張
、
白
絹
五
十
匹
、
金
八
両
、
五
尺

の
刀
二
口
、
銅
鏡
百
枚
、
真
珠
・
鉛
丹
各
掩
五
十
斤
を
賜
ひ
、
皆

装
封
し

て
難
升
米
・
牛
利
に
付
す
。
還
り
到
ら
ば
録
受
し
、
悉
く
以
て
汝
が
国
中
の

人
に
示
し
、
国
家
の
汝
を
哀
し
む
を
知
ら
し
む
可
し
。
故
に
鄭
重
に
汝
に
好

物
を
賜
ふ
な
り
。

と
あ
る
。
制
詔
は
、
倭
国
の
女
王
卑
弥
呼
が
、
帯
方
太
守
の
劉
夏
を
通
じ
て
朝
貢

を
し
て
き
た
こ
と
を
慈
し
み
、
卑
弥
呼
を
親
魏
倭
王
と
し
、
金
印
紫
綬
を
与
え
、

傍
線
部
の
「
絳
地
交
龍
錦
」
か
ら
「
紺
青
五
十
匹
」
ま
で
を
回
賜
す
る
こ
と
を
述

べ
る
。
こ
こ
ま
で
で
あ
れ
ば
、
他
の
夷
狄
の
朝
貢
記
事
と
大
き
な
差
異
は
な
い
。

注
目
す
べ
き
は
、
「
貢
直
に
答
ふ
」
と
し
て
回
賜
の
品
目
を
掲
げ
た
後
に
、
さ
ら

に
「
特
に
」
以
下
の
多
く
の
財
物
を
選
ん
で
賜
与
す
る
と
い
う
、
特
別
な
恩
恵
を

与
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
曹
魏
に
よ
る
倭
国
厚
遇
の
背
後
に
は
、
遼

（
一
三
）

東
の
公
孫
氏
を
め
ぐ
る
曹
魏
と
孫
呉
と
の
対
立
が
あ
っ
た
。

公
孫
康
よ
り
始
ま
る
遼
東
・
朝
鮮
支
配
に
対
し
、
曹
魏
は
当
初
、
蜀
漢
へ
の
対

処
を
優
先
し
て
黙
認
の
態
度
を
取
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
康
の
次
子
で
あ
る
公
孫

淵
が
、
太
和
二
（
二
二
八
）
年
、
叔
父
の
恭
か
ら
地
位
を
奪
っ
て
政
権
を
確
立
し
、

孫
呉
の
孫
権
が
、
黄
龍
元
（
二
二
九
）
年
、
皇
帝
に
即
位
し
た
後
、
そ
れ
を
公
孫

淵
に
通
知
す
る
と
、
遼
東
の
問
題
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
。
大
月
氏
の
波
調
を

｢
親
魏
大
月
氏
王
」
に
封
建
し
た
の
は
、
こ
の
歳
の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
孫
権
は
、
海
上
へ
の
進
出
を
目
指
し
、
黄
龍
二
（
二
三
〇
）
年
、
衛
温

（
一
四
）

と
諸
葛
直
の
二
人
に
一
万
人
を
率
い
さ
せ
、
海
路
に
よ
っ
て
夷
州
と
澶
州
を
探
索

さ
せ
た
。
二
人
は
辿
り
着
け
な
か
っ
た
が
、
夷
州
は
台
湾
あ
る
い
は
日
本
、
澶
州

は
海
南
島
と
も
種
子
島
と
も
済
州
島
と
も
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
孫
権
は
、
嘉
禾
元
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（
二
三
二
）
年
、
将
軍
の
周
賀
・
校
尉
の
裴
潜
を
馬
の
購
入
を
名
目
に
、
遼
東
に

派
遣
す
る
。
こ
れ
に
応
じ
て
公
孫
淵
は
、
校
尉
の
宿
舒
・
郎
中
令
の
孫
綜
ら
を
帰

（
一
五
）

国
に
従
わ
せ
、
孫
呉
の
臣
下
と
な
る
こ
と
を
申
し
入
れ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
動
き

を
察
知
し
た
曹
魏
は
、
将
軍
の
田
豫
に
山
東
半
島
の
突
端
の
成
山
で
待
ち
伏
せ
さ

せ
、
周
賀
を
殺
害
し
た
。
し
か
し
、
公
孫
淵
の
使
者
で
あ
る
宿
舒
・
孫
綜
は
、
こ

の
攻
撃
を
逃
れ
、
公
孫
淵
の
上
奏
文
を
孫
権
に
奉
じ
た
の
で
あ
る
（
『
三
国
志
』

巻
八

公
孫
淵
伝
）
。

嘉
禾
二
（
二
三
三
）
年
、
孫
権
は
公
孫
淵
を
燕
王
に
冊
封
す
る
た
め
、
太
常
の

張
弥
・
執
金
吾
の
許
晏
・
将
軍
の
賀
達
を
派
遣
す
る
。
張
昭
ら
の
反
対
を
押
し
切

っ
て
の
派
遣
で
あ
っ
た
。
か
し
、
曹
魏
に
圧
力
を
か
け
ら
れ
て
い
た
公
孫
淵
は
、

（
一
六
）

張
弥
・
許
晏
を
斬
殺
し
て
、
そ
の
首
を
曹
魏
に
送
っ
た
（
『
三
国
志
』
巻
八

公

孫
淵
伝
）
。
曹
魏
が
諸
葛
亮
の
北
伐
と
対
峙
中
で
あ
っ
た
た
め
、
遼
東
へ
兵
力
を

回
し
得
な
い
と
判
断
し
た
た
め
、
曹
魏
の
懐
柔
策
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
予
想

通
り
、
明
帝
は
公
孫
淵
を
大
司
馬
・
楽
浪
公
に
封
建
し
て
招
撫
し
、
諸
葛
亮
と
の

対
決
に
全
力
を
注
い
だ
。
こ
の
歳
、
鮮
卑
の
軻
比
能
が
曹
魏
に
背
き
、
諸
葛
亮
に

従
っ
て
い
る
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
、
軍
事
的
に
も
外
交
的
に
も
蜀
漢
の
方
が
、

孫
呉
に
比
べ
て
遥
か
に
脅
威
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
建
興
十
二
（
二
三
四
）
年
八
月
、
諸
葛
亮
は
五
丈
原
に
陣
没
し
、

主
力
軍
を
率
い
て
い
た
司
馬
懿
は
洛
陽
に
帰
還
す
る
。
こ
う
し
て
諸
葛
亮
の
脅
威

か
ら
解
放
さ
れ
た
曹
魏
は
、
遼
東
の
問
題
に
着
手
し
得
る
余
裕
を
得
た
。
青
龍
四

（
二
三
六
）
年
七
月
、
曹
魏
は
、
孫
呉
に
よ
り
単
于
に
封
建
さ
れ
て
い
た
高
句
麗

王
に
圧
力
を
か
け
、
孫
呉
か
ら
の
使
者
を
斬
首
さ
せ
る
（
『
三
国
志
』
巻
三

明

帝
紀
）
。
公
孫
淵
の
周
囲
を
服
従
さ
せ
る
と
共
に
、
孫
呉
の
影
響
力
を
朝
鮮
・
遼

東
半
島
か
ら
駆
逐
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

景
初
元
（
二
三
七
）
年
七
月
、
つ
い
に
明
帝
は
、
幽
州
刺
史
の
毌
丘
倹
に
公
孫

淵
を
攻
撃
さ
せ
る
。
こ
れ
を
撃
退
し
た
公
孫
淵
は
、
自
立
し
て
燕
王
と
な
り
、
紹

漢
元
年
と
元
号
を
立
て
、
周
辺
の
異
民
族
に
印
綬
を
与
え
、
孫
呉
に
使
者
を
派
遣

し
て
援
軍
を
要
請
す
る
。
し
か
し
、
国
内
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
ま
で
派
遣
し
た

使
者
を
惨
殺
さ
れ
て
い
た
孫
権
は
、
公
孫
淵
を
支
援
し
な
か
っ
た
。
ひ
と
ま
ず
使

者
を
厚
遇
す
る
と
と
も
に
、
ひ
そ
か
に
大
軍
を
北
方
に
送
り
、
形
勢
を
観
望
す
る

と
い
う
羊
衜
の
献
策
に
従
っ
た
の
で
あ
る
（
『
三
国
志
』
巻
八

公
孫
淵
伝
注
引

『
漢
晉
春
秋
』
）
。

景
初
二
（
二
三
八
）
年
正
月
、
明
帝
の
命
を
受
け
た
司
馬
懿
は
、
四
万
の
兵
を

率
い
て
洛
陽
を
出
発
し
、
六
月
、
遼
東
に
到
着
、
八
月
に
公
孫
淵
の
首
都
襄
平
城

を
陥
し
、
公
孫
氏
を
滅
ぼ
し
た
。
こ
の
間
、
曹
魏
は
劉
昕
を
帯
方
太
守
、
鮮
于
嗣

を
楽
浪
太
守
に
任
命
し
て
、
海
路
二
郡
を
攻
略
、
朝
鮮
半
島
を
曹
魏
の
直
接
的
な

支
配
下
に
置
い
た
の
で
あ
る
（
『
三
国
志
』
巻
三

明
帝
紀
）
。

卑
弥
呼
の
朝
貢
は
、
こ
う
し
た
国
際
情
勢
を
背
景
に
行
わ
れ
た
。
曹
魏
が
卑
弥

呼
を
「
親
魏
倭
王
」
に
封
建
し
、
規
定
の
回
賜
に
加
え
て
恩
寵
を
示
し
た
の
は
、

倭
国
に
大
月
氏
国
に
匹
敵
す
る
重
要
性
を
認
め
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
石
母
田

正
が
説
く
よ
う
に
、
曹
魏
が
卑
弥
呼
に
「
親
魏
倭
王
」
の
称
号
を
賜
与
し
た
の
は
、

（
一
七
）

孫
呉
の
海
上
支
配
に
対
抗
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

『
後
漢
書
』
列
伝
七
十
八

西
域
伝

大
月
氏
国
の
条
に
よ
れ
ば
、
洛
陽
か
ら
大

月
氏
国
ま
で
は
、
一
万
六
千
三
百
七
十
里
で
あ
り
、
戸
十
万
、
口
四
十
万
、
勝
兵

十
余
万
の
大
国
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
倭
人
の
条
」
に
よ
れ
ば
、
倭
国
も
ま

た
、
邪
馬
台
国
が
七
万
戸
、
投
馬
国
が
五
万
戸
、
奴
国
が
二
万
余
戸
と
さ
れ
、
そ

の
他
と
あ
わ
せ
る
と
十
五
万
戸
の
大
国
と
な
る
。
遼
東
半
島
を
支
配
し
て
い
た
公

孫
氏
が
滅
亡
し
た
際
、
接
収
さ
れ
た
戸
が
約
四
万
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と

（
『
晉
書
』
巻
一

宣
帝
紀
）
、
い
か
に
大
国
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
で
き

よ
う
。
さ
ら
に
、
『
翰
苑
』
に
引
か
れ
た
『
魏
略
』
の
逸
文
は
、
『
三
国
志
』
が

（
一
八
）

千
余
戸
と
す
る
伊
都
国
を
「
戸
万
余
」
に
つ
く
る
。
帯
方
郡
か
ら
の
使
者
が
往
来

（
一
九
）

す
る
時
に
は
、
常
に
駐
ま
る
と
さ
れ
た
伊
都
国
で
あ
れ
ば
、
他
国
と
の
バ
ラ
ン
ス
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か
ら
言
っ
て
、
一
万
余
戸
の
方
が
相
応
し
い
。
魚
豢
の
『
魏
略
』
は
、
王
沈
の

『
魏
書
』
と
と
も
に
、
陳
寿
が
『
三
国
志
』
の
「
魏
書
」
部
分
を
著
す
際
の
種
本

で
あ
っ
た
。

（
二
〇
）

倭
国
を
大
月
氏
国
に
も
匹
敵
し
得
る
大
国
に
想
定
す
る
こ
と
は
、
『
三
国
志
』

以
前
か
ら
あ
る
、
曹
魏
の
共
通
認
識
な
の
で
あ
る
。
か
か
る
認
識
か
ら
、
邪
馬
台

国
は
会
稽
東
冶
の
東
、
帯
方
郡
か
ら
一
万
二
千
余
里
の
彼
方
に
あ
る
必
要
性
が
生

ま
れ
る
。

二
、
会
稽
東
冶
の
東

｢

倭
人
の
条
」
は
、
『
漢
書
』
地
理
志
を
踏
ま
え
た
記
述
よ
り
始
ま
る
。
『
三
国

志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人
の
条
に
、

（
二
一
）

倭
人
は
帯
方
の
東
南
た
る
大
海
の
中
に
在
り
、
山
島
に
依
り
て
国
邑
を
為
す
。

旧
百
余
国
に
し
て
、
漢
の
時
に
朝
見
す
る
者
有
り
。
今

使
訳

通
ず
る
所
三

十
国
な
り
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
漢
書
』
巻
二
十
八
下

地
理
志
に
、

（
二
二
）

燕
地
…
…
楽
浪
の
海
中
に
倭
人
有
り
。
分
か
れ
て
百
余
国
と
為
る
。
歳
時
を

以
て
来
た
り
て
献
見
す
と
し
か
云
ふ
。

と
あ
る
記
述
を
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
『
漢
書
』
か
ら
二
ヵ
所
を
変
更
し

て
い
る
。

第
一
に
、
楽
浪
郡
を
帯
方
郡
に
書
き
換
え
た
の
は
、
司
馬
懿
が
滅
ぼ
し
た
遼
東

の
公
孫
淵
の
父
康
が
、
楽
浪
郡
の
南
を
征
服
し
て
、
帯
方
郡
を
置
い
た
こ
と
に
よ

る
。
楽
浪
・
帯
方
の
二
郡
は
、
司
馬
懿
が
公
孫
淵
を
滅
ぼ
し
た
際
に
、
曹
魏
の
支

配
下
に
入
る
。
そ
の
結
果
、
卑
弥
呼
の
使
者
が
曹
魏
に
至
っ
た
こ
と
を
記
す
の
が
、

｢

倭
人
の
条
」
の
眼
目
で
あ
る
た
め
、
帯
方
郡
の
記
述
か
ら
「
倭
人
の
条
」
は
始

ま
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
第
二
に
倭
の
場
所
を
帯
方
郡
の
「
東
南
」
に
あ
た
る
海

の
中
と
「
東
南
」
を
附
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
漢
書
』
で
は
、
楽
浪
郡
の

記
述
は
、
「
燕
地
」
に
繋
が
れ
て
お
り
、
中
国
の
東
北
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。

｢

倭
人
の
条
」
は
、
帯
方
郡
を
「
燕
地
」
と
結
び
つ
け
ず
、
帯
方
郡
の
「
東
南
」

の
海
の
中
に
倭
国
が
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
楽
浪
・
帯
方
の
両
郡
と
も
朝
鮮
半
島
の
西
岸
に
あ
り
、
東
南
に
進

む
と
陸
で
あ
る
。
陳
寿
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
事
実
は
関
係
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
倭
国
は
中
国
の
東
南
に
あ
る
。
こ
れ
は
陳
寿
の
、
か
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、

と
い
う
理
念
な
の
で
あ
る
。
か
か
る
理
念
は
、
倭
国
の
習
俗
を
記
す
部
分
に
よ
り

理
解
で
き
る
。
『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人
の
条
に
、

（
二
三
）

男
子
は
大
小
と
無
く
、
皆

黥
面
文
身
す
。
古
よ
り
以
来
、
其
の
使
ひ
の
中

国
に
詣
る
や
、
皆

自
ら
大
夫
と
称
す
。
夏
后
の
少
康
の
子
、
会
稽
に
封
ぜ

ら
れ
、
断
髮
文
身
し
て
、
以
て
蛟
龍
の
害
を
避
く
。
今

倭
の
水
人
、
沈
没

し
て
魚
蛤
を
捕
ら
ふ
を
好
む
。
文
身
す
る
も
亦
た
以
て
大
魚
水
禽
を
厭
え
ん

と
す
れ
ば
な
り
。
後
に
稍
く
以
て
飾
り
と
為
す
。
諸
国
の
文
身
は
各
掩
異
な

り
、
或
い
は
左
に
或
い
は
右
に
、
或
い
は
大
に
或
い
は
小
に
、
尊
卑

差
有

り
。
其
の
道
里
を
計
る
に
、
当
に
会
稽
の
東
冶
の
東
に
在
る
べ
し
。

と
あ
る
、
倭
人
の
男
子
の
習
俗
と
す
る
顔
面
と
身
体
へ
の
入
れ
墨
に
は
、
典
拠
が

あ
る
。
『
礼
記
』
王
制
に
、

（
二
四
）

中
国
・
戎
夷
、
五
方
の
民
、
皆

性
有
り
。
推
し
移
す
可
か
ら
ず
。
東
方
を

夷
と
曰
ふ
、
髮
を
被
り
身
に

文

す
。
火
食
せ
ざ
る
者
有
り
。
南
方
を
蛮
と

い
れ
ず
み

曰
ふ
、
題
に
雕
み
趾
を
交
ふ
。
火
食
せ
ざ
る
者
有
り
。

ひ
た
ひ

き
ざ

と
あ
る
よ
う
に
、
『
礼
記
』
で
は
、
東
方
の
「
夷
」
は
「
身
に
文
」
し
、
南
方
の

｢
蛮
」
は
「
題
に
雕
」
ん
で
い
た
と
す
る
。
倭
人
の
習
俗
と
さ
れ
る
「
黥
面
文
身

（
顔
面
と
身
体
の
入
れ
墨
）
」
が
、
東
方
の
夷
と
南
方
の
蛮
の
性
を
兼
ね
備
え
る

記
述
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
よ
り
倭
人
が
入
れ
墨
し
て
い

た
可
能
性
を
排
除
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
報
告
書
を
書
い
た
使
者
で
あ

（
二
五
）
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れ
、
『
魏
略
』
・
『
魏
書
』
の
著
者
で
あ
る
魚
豢
・
王
沈
で
あ
れ
、
陳
寿
で
あ
れ
、

夷
狄
の
入
れ
墨
と
聞
け
ば
、
『
礼
記
』
王
制
篇
を
想
起
で
き
る
教
養
は
備
え
て
お

り
、
東
方
と
南
方
で
は
入
れ
墨
の
場
所
が
違
う
べ
き
と
す
る
理
念
は
有
し
て
い
た
。

そ
れ
が
当
時
の
世
界
観
な
の
で
あ
る
。

事
実
、
『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

馬
韓
の
条
に
は
、
「
其
の
男
子
、
時
時

に
、
身
に
文
す
る
こ
と
有
り
（
其
男
子
、
時
時
、
有
文
身
）
」
と
記
載
さ
れ
、
馬

韓
で
は
、
東
方
の
要
素
で
あ
る
身
体
だ
け
の
入
れ
墨
だ
け
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

韓
族
は
東
夷
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
入
れ
墨
は
身
体
だ
け
に
あ
る
べ
き
な
の
で

あ
る
。
倭
人
は
、
中
国
の
東
南
に
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
顔
面
と
身
体
の
双
方
に

入
れ
墨
し
て
い
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
三
国
志
』
の
著
さ
れ
た
時
代
の
世
界

観
で
あ
っ
た
。

倭
国
が
、
孫
呉
の
背
後
に
あ
た
る
中
国
の
東
南
に
あ
る
べ
き
だ
と
陳
寿
に
考
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
傍
線
部
の
「
当
に
会
稽
の
東
冶
の
東
に
在
る
べ
し
」
と
い

う
書
き
方
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
理
念
と
し
て
在
る
べ
し
と
い
う
こ
と
で
、
在
る

（
二
六
）

と
は
言
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
倭
国
へ
の
使
者
の
報
告
書
に
、
倭
国
が
会
稽

の
東
冶
の
東
に
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
「
会
稽
の
東
冶
の
東
に
在
り
」
と

書
く
こ
と
が
中
国
の
史
書
の
通
例
で
あ
る
。
『
魏
略
』
の
逸
文
に
も
見
え
な
い

｢

会
稽
の
東
冶
の
東
」
は
、
陳
寿
が
、
か
く
あ
る
べ
し
、
と
考
え
る
倭
国
の
所
在

地
な
の
で
あ
る
。

『
漢
書
』
巻
二
十
八
上

地
理
志
上

会
稽
郡
の
条
に
は
「
冶
県
」
が
あ
り
、

｢

本
と
閩
越
の
地
」
と
顔
師
古
は
注
を
つ
け
て
い
る
。
『
後
漢
書
集
解
』
志
二
十

も
二

郡
国
志
四
に
引
く
銭
大
昕
の
説
は
、
『
後
漢
書
』
列
伝
二
十
三

鄭
宏
伝
を
論

拠
に
、
後
漢
の
章
帝
期
に
は
、
「
東
冶
」
と
の
名
称
が
あ
り
、
海
に
面
し
て
い
た
、

（
二
七
）

と
す
る
。
東
冶
は
、
現
在
の
福
建
省
福
州
市
に
あ
た
り
、
そ
の
東
方
海
上
に
倭
国

は
あ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

会
稽
郡
は
、
孫
氏
の
出
身
地
で
あ
る
呉
郡
（
現
在
の
蘇
州
市
）
の
南
、
首
都
が

置
か
れ
た
建
業
（
現
在
の
南
京
市
）
か
ら
も
南
に
あ
た
る
。
ま
さ
に
孫
呉
の
背
後

を
衝
き
得
る
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
戦
略
的
価
値
は
き
わ
め
て
高
い
。
ま
た
、
会
稽

郡
は
、
夏
の
創
始
者
禹
王
の
崩
御
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
会

稽
に
つ
い
て
は
、
『
漢
書
』
巻
二
十
八
下

地
理
志
下

粤
地
の
条
に
、
「
其
の
君

は
禹
の
後
に
し
て
、
帝
少
康
の
庶
子
と
云
ふ
。
会
稽
に
封
ぜ
ら
れ
、
文
身
断
髮
し

て
、
以
て
蛟
龍
の
害
を
避
く
（
其
君
禹
後
、
帝
少
康
之
庶
子
云
。
封
於
会
稽
。
文

身
断
髮
、
以
避
蛟
龍
之
害
）
」
と
あ
る
。
「
倭
人
の
条
」
の
波
線
部
「
夏
后
の
少

康
の
子
、
…
…
以
て
蛟
龍
の
害
を
避
く
」
ま
で
の
文
章
が
、
『
漢
書
』
地
理
志
の

会
稽
郡
に
関
わ
る
部
分
を
ほ
ぼ
引
き
写
し
に
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
陳
寿
が
、
「
倭
人
の
条
」
を
書
く
際
に
種
本
と
し
た
『
魏

略
』
は
、
倭
人
を
呉
と
の
関
わ
り
で
描
い
て
い
た
。
『
通
典
』
巻
一
百
八
十
五

辺
防
一

東
夷
上

倭
の
条
の
注
に
、

（
二
八
）

魏
略
に
云
ふ
、
「
倭
人

自
ら
謂
へ
ら
く
太
伯
の
後
な
り
」
と
。

と
あ
る
よ
う
に
、
『
魏
略
』
は
、
呉
の
祖
先
で
あ
る
「
太
伯
」
の
後
裔
と
倭
人
が

自
ら
考
え
て
い
た
と
伝
え
る
。
こ
の
記
事
を
採
用
す
れ
ば
、
『
三
国
志
』
で
は
書

い
て
は
な
ら
な
い
倭
人
と
呉
と
の
近
接
性
を
述
べ
る
こ
と
に
な
り
、
孫
呉
の
背
後

に
あ
る
脅
威
と
し
て
の
倭
国
像
は
崩
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
陳
寿
は
、
呉
と

（
二
九
）

の
近
接
性
を
説
く
『
魏
略
』
の
こ
の
記
事
を
排
除
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人
の
条
に
、
続
け
て
、

（
三
〇
）

其
の
風
俗
は
淫
れ
ず
、
男
子
は
皆

露
紒
し
、
木
緜
を
以
て
頭
に
招
る
。
其

し
ば

の
衣
は
横
幅
、
但
だ
結
束
し
て
相

連
ね
、
略
ぼ
縫
う
こ
と
無
し
。
婦
人
は

被
髮
屈
紒
し
、
衣
を
作
る
こ
と
単
被
の
如
く
、
其
の
中
央
を
穿
ち
、
頭
を
貫

ぬ
き
て
之
を
衣
る
。
禾
稲
・
紵
麻
を
種
ゑ
、
蚕
桑

緝
績
し
、
細
紵
・
縑
緜

を
出
だ
す
。
其
の
地
に
は
牛
・
馬
・
虎
・
豹
・
羊
・
鵲
無
し
。
兵
に
は
矛
・

楯
・
木
弓
を
用
ふ
。
木
弓
は
下
を
短
く
上
を
長
く
し
、
竹
箭
に
は
鉄
鏃
或
り

あ

骨
鏃
或
り
。
有
無
す
る
所

儋
耳
・
朱
崖
に
同
じ
。

あ
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と
あ
る
。
倭
国
と
「
有
無
す
る
所
」
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
儋
耳
郡
・
朱
厓
郡
は
、

と
も
に
現
在
の
海
南
島
に
置
か
れ
た
郡
で
あ
る
。
『
漢
書
』
巻
二
十
八
下

地
理

志
下

粤
地
の
条
に
、
「
武
帝
の
元
封
元
年
、
略
し
て
以
て
儋
耳
・
珠
厓
郡
と
為

す
。
民
は
皆

布
を
服
す
る
こ
と
単
被
の
如
く
、
中
央
を
穿
ち
て
貫
頭
と
為
す
。

男
子
は
耕
農
し
て
、
禾
稲
・
紵
麻
を
種
え
、
女
子
は
桑
蚕
し
て
織
績
す
。
馬
と
虎

亡
く
、
民
に
五
畜
有
り
、
山
に
麈
・
麖
多
し
。
兵
は
則
ち
矛
・
盾
・
刀
・
木
弓
弩

・
竹
矢
、
骨
を
鏃
と
為
す
或
り
。
（
武
帝
元
封
元
年
、
略
以
為
儋
耳
・
珠
厓
郡
。

あ

民
皆
服
布
如
単
被
、
穿
中
央
為
貫
頭
。
男
子
耕
農
、
種
禾
稲
・
紵
麻
、
女
子
桑
蚕

織
績
。
亡
馬
與
虎
、
民
有
五
畜
、
山
多
麈
・
麖
。
兵
則
矛
・
盾
・
刀
・
木
弓
弩
・

竹
矢
、
或
骨
為
鏃
）
」
と
あ
る
。
単
被
・
貫
頭
衣
と
い
う
衣
服
、
禾
稲
や
紵
麻
を

植
え
、
養
蚕
し
て
織
物
を
つ
く
り
、
馬
と
虎
が
お
ら
ず
、
矛
・
刀
・
木
弓
を
用
い
、

竹
の
矢
に
骨
の
鏃
を
使
う
こ
と
が
、
「
倭
人
の
条
」
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
習
俗
が
す
べ
て
倭
国
に
存
在
し
た
可
能
性
は
否
定
し

な
い
。
し
か
し
、
陳
寿
あ
る
い
は
そ
の
原
史
料
作
成
者
た
ち
が
、
倭
国
が
東
南
に

（
三
一
）

あ
る
と
の
認
識
の
中
で
、
当
該
時
代
の
中
国
西
南
の
世
界
観
を
形
成
し
て
い
た

『
漢
書
』
地
理
志
の
記
述
を
節
略
し
な
が
ら
、
倭
人
の
習
俗
を
南
方
系
に
つ
く
り

あ
げ
た
蓋
然
性
は
高
い
。

こ
う
し
た
理
念
に
基
づ
く
記
述
は
、
「
倭
人
の
条
」
の
随
所
に
見
え
る
。
『
三

国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人
の
条
に
、

（
三
二
）

其
の
俗
、
国
の
大
人
は
皆

四
・
五
婦
、
下
戸
も
二
・
三
婦
或
り
。
婦
人

淫

あ

れ
ず
、
妒
忌
せ
ず
。
盜
竊
せ
ず
、
諍
訟
少
な
し
。
其
の
法
を
犯
す
や
、
軽
き

者
は
其
の
妻
子
を
没
し
、
重
き
者
は
其
の
門
戸
及
び
宗
族
を
滅
す
。
尊
卑
は

各
掩
差
序
有
り
、
相

臣
服
す
る
に
足
る
。

と
あ
る
よ
う
な
、
倭
国
に
女
性
が
多
い
こ
と
も
、
使
者
の
往
来
に
伴
う
実
際
の
伝

聞
に
基
づ
く
可
能
性
も
高
い
。
た
だ
し
、
倭
国
で
見
た
者
だ
け
で
な
く
、
聞
い
た

者
、
書
き
留
め
た
者
、
あ
る
い
は
創
作
し
た
者
に
も
、
倭
国
に
は
女
性
が
多
い
べ

き
で
あ
る
、
と
い
う
先
入
観
が
あ
っ
た
。

『
周
礼
』
夏
官

職
方
氏
に
、
「
東
南
は
揚
州
と
曰
ふ
。
其
の
山
鎮
は
会
稽
と

曰
ふ
。
…
…
其
の
利
は
金
・
錫
・
竹
箭
。
其
の
民
二
男
五
女
（
東
南
曰
揚
州
。
其

山
鎮
曰
会
稽
。
…
…
其
利
金
・
錫
・
竹
箭
。
其
民
二
男
五
女
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、

中
国
の
東
南
に
あ
た
る
揚
州
は
、
そ
の
民
の
男
女
比
率
が
二
対
五
で
あ
る
と
『
周

礼
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
其
の
利
」
と
し
て
「
竹
箭
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
も
注
目
し
て
よ
い
。
『
周
礼
』
に
お
け
る
男
女
比
は
、
中
国
の
中
心
か
ら
離

れ
る
ほ
ど
女
性
率
が
高
ま
り
、
揚
州
と
同
じ
く
辺
境
で
、
東
北
に
あ
た
る
幽
州
の

男
女
比
率
が
一
対
三
と
最
も
高
い
。

中
国
に
属
さ
な
い
夷
狄
に
女
性
が
多
い
の
は
、
儒
教
の
理
念
か
ら
す
れ
ば
当
然

の
こ
と
で
、
倭
国
で
た
く
さ
ん
の
女
性
を
見
れ
ば
、
そ
の
先
入
観
に
従
っ
て
、
身

分
を
問
わ
ず
多
く
の
妻
を
娶
る
と
い
う
記
事
が
書
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し

た
意
味
で
は
、
こ
の
記
事
も
理
念
の
産
物
と
考
え
て
よ
い
。

倭
国
に
は
、
小
人
の
国
も
裸
の
国
も
含
ま
れ
る
。
『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷

伝

倭
人
の
条
に
、

（
三
三
）

女
王
国
の
東
、
海
を
渡
る
こ
と
千
余
里
、
復
た
国
有
り
。
皆

倭
の
種
な
り
。

又

侏
儒
国
有
り
て
、
其
の
南
に
在
り
。
人
の
長

三
、
四
尺
、
女
王
を
去
る

た
け

こ
と
四
千
余
里
な
り
。
又

裸
国
・
黒
歯
国
有
り
、
復
た
其
の
東
南
に
在
り
。

船
行
す
る
こ
と
一
年
に
し
て
至
る
可
し
。
倭
の
地
を
参
問
す
る
に
、
絶
え
て

海
中
の
洲
島
の
上
に
在
り
、
或
い
は
絶
え
或
い
は
連
な
り
、
周
旋

五
千
余

里
可
り
な
り
。

ば
か

と
あ
る
。
「
侏
儒
国
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
典
籍
に
は
な
い
が
、
小
人
の
国
と
い

う
理
念
は
あ
る
。
『
史
記
』
巻
四
十
七

孔
子
世
家
に
、
孔
子
が
最
も
背
の
低
い

も
の
を
「
僬
僥
氏
は
三
尺
、
短
き
の
至
り
な
り
（
僬
僥
氏
三
尺
、
短
之
至
也
）
」

と
す
る
言
葉
が
記
さ
れ
る
。
「
倭
人
の
条
」
の
「
侏
儒
国
」
の
人
々
の
身
長
は
、

（
三
四
）

孔
子
の
言
葉
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
「
黒
歯
国
」
は
あ
る
。
『
山
海
経
』
海
外
東
経
に
、
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｢
黒
歯
国

其
の
北
に
在
り
（
黒
歯
国
在
其
北
）
」
と
あ
り
、
東
晉
の
郭
璞
が
つ
け

た
注
に
は
、
「
倭
人
の
条
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

｢

裸
国
」
も
あ
る
。
『
史
記
』
巻
一
百
十
三

南
越
列
伝
に
も
見
え
る
が
、
古
く

は
『
呂
氏
春
秋
』
慎
大
覧
に
、
「
禹

裸
国
に
之
き
て
、
裸
し
て
入
り
、
衣
し
て

ゆ

出
で
し
は
、
因
れ
る
な
り
（
禹
之
裸
国
、
裸
入
、
衣
出
、
因
也
）
」
と
あ
る
。
禹

が
会
稽
で
崩
御
し
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
倭
国
は
、
会
稽

郡
東
冶
県
の
東
方
海
上
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
禹
が
行
っ
た
裸
国
が
、
そ
の
中
に
あ

る
と
観
念
さ
れ
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
倭
は
「
周
旋
五
千
余
里
」
と
あ
る
の
で
、
方
五
千
里
の
広
さ
を
持
つ
。

中
国
が
支
配
す
る
天
下
が
、
方
一
万
里
と
観
念
さ
れ
て
い
る
の
で
、
方
五
千
里
は

大
き
く
、
東
夷
の
中
で
は
最
大
で
あ
る
。
倭
国
は
、
孫
呉
の
背
後
に
あ
る
東
方
の

（
三
五
）

大
国
で
あ
る
、
と
い
う
理
念
を
倭
国
の
大
き
さ
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
は
、
『
礼
記
』
や
『
漢
書
』
と
い
っ
た
、
こ
の
時
代
の
知
識
人

で
あ
れ
ば
、
誰
も
が
読
ん
で
い
た
書
籍
か
ら
、
東
南
の
大
国
の
習
俗
を
理
念
的
に

創
り
あ
げ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
事
実
そ
の
ま
ま
の
記
録
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。

三
、
東
夷
・
南
蛮
へ
の
先
入
観

『
礼
記
』
や
『
漢
書
』
以
上
に
、
統
一
的
な
世
界
観
と
し
て
、
後
漢
末
か
ら
三

国
時
代
の
知
識
人
に
受
容
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
『
尚
書
』
禹
貢
篇
の
世
界
観
で

あ
る
。
そ
れ
は
「
倭
人
の
条
」
を
含
む
東
夷
伝
が
、
『
尚
書
』
禹
貢
篇
を
引
用
す

る
序
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
三
六
）

書

称
す
ら
く
、
「
東
は
海
に
漸
み
、
西
は
流
沙
に
被
ぶ
」
と
。
其
の
九
服

す
す

お
よ

の
制
は
、
得
て
言
ふ
可
き
な
り
。
然
れ
ど
も
荒
域
の
外
は
、
譯
を
重
ね
て
至

る
。
足
跡
・
車
軌
の
及
ぶ
所
に
非
ず
、
未
だ
其
の
国
俗
・
殊
方
を
知
る
者
有

ら
ざ
る
な
り
。
虞
よ
り
周
に
暨
ぶ
に
、
西
戎
は
白
環
の
献
有
り
、
東
夷
は
肅

慎
の
貢
有
る
も
、
皆

曠
世
に
し
て
至
り
、
其
の
遐
遠
な
る
や
此
の
如
し
。

『
尚
書
』
禹
貢
篇
は
、
方
一
万
里
の
天
下
概
念
を
持
つ
。
中
国
が
自
ら
の
世
界

(

天
下
）
を
ど
の
く
ら
い
の
大
き
さ
と
認
識
す
る
の
か
は
、
儒
教
経
典
の
解
釈
に

よ
り
定
め
ら
れ
る
。
前
漢
の
初
め
に
成
立
し
た
『
礼
記
』
王
制
篇
で
は
、
「
九

州
」
（
中
国
）
を
方
三
千
里
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
辺
が
三
千
里
の
正
方

形
が
中
国
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
漢
の
武
帝
期
に
中
国
の
支
配
が
、

朝
鮮
や
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
い
っ
た
夷
狄
の
地
に
及
ぶ
に
つ
れ
て
、
中
国
の
天
下
概
念

は
拡
大
し
た
。
前
漢
を
滅
ぼ
し
た
王
莽
は
、
『
尚
書
』
禹
貢
篇
に
基
づ
き
天
下
を

方
一
万
里
と
し
た
う
え
で
、
『
周
礼
』
の
天
下
＝
「
九
州
」
（
中
国
）
＋
「
蕃

国
」(

四
海
）
説
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
異
民
族
を
も
含
め
た
中
国
の
支
配
領

域
を
方
一
万
里
、
す
な
わ
ち
一
辺
が
一
万
里
の
正
方
形
と
定
め
た
。

（
三
七
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
中
心
洛
陽
か
ら
西
の
端
で
あ
る
敦
煌
ま
で
は
、
五
千

里
と
な
る
。
梁
代
の
認
識
で
は
あ
る
が
、
『
後
漢
書
』
志
二
十
三

郡
国
志
五
の

注
に
は
、
洛
陽
か
ら
敦
煌
ま
で
の
距
離
は
、
「
五
千
里
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
朝

鮮
半
島
の
楽
浪
郡
は
、
洛
陽
か
ら
東
北
の
隅
に
あ
た
る
の
で
、
三
角
関
数
の
知
識

が
あ
れ
ば
、
五
千
里
×
ル
ー
ト
２
で
あ
る
が
、
『
後
漢
書
』
郡
国
志
五
の
注
に
は
、

洛
陽
か
ら
五
千
里
と
記
さ
れ
る
。
帯
方
郡
は
、
楽
浪
郡
の
や
や
南
で
あ
る
が
、
同

じ
く
端
な
の
で
、
「
五
千
里
」
と
考
え
て
よ
い
。
こ
こ
ま
で
が
東
夷
伝
の
言
う

「
九
服
」
の
範
囲
で
あ
る
。

た
だ
し
、
東
夷
伝
序
の
「
九
服
」
は
、
『
尚
書
』
だ
け
を
典
拠
と
し
な
い
。

『
尚
書
』
禹
貢
篇
は
、
中
国
の
中
心
で
あ
る
王
畿
の
外
側
に
⑴
甸
服
・
⑵
侯
服
・

⑶
綏
服
・
⑷
要
服
・
⑸
荒
服
の
五
服
と
い
う
、
異
民
族
の
居
住
す
る
地
域
が
次
第

に
広
が
る
と
い
う
世
界
観
を
持
つ
。
九
服
は
、
本
来
、
方
五
千
里
説
を
取
っ
て
い

た
今
文
『
尚
書
』
か
ら
、
方
一
万
里
説
を
取
る
古
文
『
尚
書
』
へ
と
尚
書
学
派
の

学
説
を
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
『
周
礼
』
の
世
界
観
で
あ
る
。

（
三
八
）
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『
周
礼
』
夏
官
司
馬

職
方
氏
は
、
王
畿
と
❶
侯
服
・
❷
甸
服
・
❸
男
服
・
❹
采

服
・
❺
衛
服
を
中
国
、
❻
蛮
服
・
❼
夷
服
・
❽
鎮
服
・
❾
藩
服
を
夷
狄
の
居
住
地

域
と
す
る
九
服
説
を
取
る
。
東
夷
伝
序
は
、
九
服
の
最
も
外
側
と
し
て
『
尚
書
』

の
⑸
荒
服
を
「
荒
域
」
と
表
記
し
、
九
服
と
い
う
『
周
礼
』
の
世
界
観
を
援
用
し

な
が
ら
、
『
尚
書
』
禹
貢
篇
の
世
界
観
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
東
夷
伝
序
に
よ
れ
ば
、
「
九
服
」
の
外
は
、
舜
や
周
と
い
っ
た
聖
王

の
御
世
で
も
、
世
代
を
あ
け
て
稀
に
使
者
が
来
る
ほ
ど
の
遠
い
地
域
で
あ
っ
た
と

い
う
。
九
服
の
外
の
夷
狄
が
貢
献
に
来
る
の
は
、
中
華
の
徳
を
慕
っ
て
の
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
な
る
べ
く
遠
く
か
ら
多
く
の
民
族
が
頻
繁
に
来
る
こ
と
が
理
想
で
あ

る
。
東
夷
伝
、
延
い
て
は
「
倭
人
の
条
」
執
筆
の
最
大
の
目
的
が
、
こ
の
理
念
の

証
明
に
あ
る
こ
と
は
、
邪
馬
台
国
の
位
置
を
考
え
る
と
き
に
、
最
も
重
要
な
認
識

と
な
る
。

邪
馬
台
国
論
争
の
最
大
の
争
点
と
さ
れ
る
里
程
と
距
離
は
、
こ
う
し
た
理
念
と

世
界
観
を
元
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人

の
条
に
、

（
三
九
）郡

よ
り
倭
に
至
る
に
、
海
岸
に
循
ひ
て
水
行
し
、
韓
国
を
歴
、

乍

は
南
し

あ
る
い

乍
は
東
し
、
其
の
北
岸
の
狗
邪
韓
国
に
到
る
。

①

七
千
余
里
な
り
。
始
め
て

あ
る
い

一
海
を
度
る
こ
と
、

②

千
余
里
に
し
て
対
馬
国
に
至
る
。
…
…
又

南
に
一
海

を
渡
る
こ
と

③

千
余
里
、
名
づ
け
て
瀚
海
と
曰
ひ
、
一
大
〔
支
〕
国
に
至
る
。

…
…
又

一
海
を
渡
る
こ
と
、

④

千
余
里
に
し
て
末
盧
国
に
至
る
。
…
…
東
南

に
陸
行
す
る
こ
と

⑤

五
百
里
に
し
て
、
伊
都
国
に
到
る
。
官
を
爾
支
と
曰
ひ
、

副
を
泄
謨
觚
・
柄
渠
觚
と
曰
ふ
。
千
余
戸
有
り
、
世
掩
王
有
り
、
皆

女
王

国
に
統
属
す
。
郡
使

往
来
す
る
に
、
常
に
駐
ま
る
所
な
り
。
東
南
し
て
奴

国
に
至
る
ま
で

⑥

百
里
な
り
。
官
を
兕
馬
觚
と
曰
ひ
、
副
を
卑
奴
母
離
と
曰

ふ
。
二
万
余
戸
有
り
。
東
に
行
き
て
不
弥
国
に
至
る
ま
で

⑦

百
里
な
り
。
官

を
多
模
と
曰
ひ
、
副
を
卑
奴
母
離
と
曰
ふ
。
千
余
家
有
り
。
南
し
て
投
馬
国

に
至
る
ま
で
、

⑧

水
行
二
十
日
な
り
。
官
を
弥
弥
と
曰
ひ
、
副
を
弥
弥
那
利

と
曰
ふ
。
五
万
余
戸
可
り
あ
り
。
南
し
て
邪
馬
壹
〔
臺
〕
国
に
至
る
。
女
王

ば
か

の
都
す
る
所
な
り
、

⑨

水
行
十
日
、
陸
行
一
月
な
り
。
官
に
伊
支
馬
有
り
、

次
を
弥
馬
升
と
曰
ひ
、
次
を
弥
馬
獲
支
と
曰
ひ
、
次
を
奴
佳
鞮
と
曰
ふ
、
七

万
余
戸
可
り
あ
り
。
…
…
此
れ
女
王
の
境
界
の
尽
く
る
所
な
り
。
其
の
南
に

狗
奴
国
有
り
、
男
子
を
王
と
為
す
。
其
の
官
に
狗
古
智
卑
狗
有
り
。
女
王
に

属
せ
ず
。
郡
よ
り
女
王
国
に
至
る
ま
で

⑩

万
二
千
余
里
な
り
。

と
あ
る
。
倭
の
諸
国
と
道
程
の
記
事
終
わ
り
と
し
て
、
陳
寿
は
帯
方
郡
か
ら
女
王

国
ま
で
の
距
離
を
⑩
「
万
二
千
余
里
」
と
総
括
す
る
。
畿
内
説
・
九
州
説
を
問
わ

ず
、
と
も
に
理
解
に
苦
し
む
点
が
、
こ
の
一
万
二
千
余
里
で
あ
る
。
帯
方
郡
か
ら

狗
邪
韓
国
ま
で
は
①
「
七
千
里
」
、
狗
邪
韓
国
か
ら
不
弥
国
ま
で
は
三
千
七
百
里

（
②
～
⑦
の
合
計
）
で
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
不
弥
国
か
ら
邪
馬
台

国
は
千
三
百
里
と
な
る
。
こ
れ
で
は
、
す
で
に
掲
げ
た
邪
馬
台
国
の
位
置
、
す
な

（
四
〇
）

わ
ち
会
稽
郡
東
冶
県
の
東
方
海
上
に
届
く
こ
と
は
な
い
。

そ
う
し
た
疑
念
を
持
ち
な
が
ら
、
も
う
一
度
諸
国
へ
の
道
程
記
事
を
確
認
し
て

み
る
と
、
不
弥
国
ま
で
は
、
国
と
国
と
の
距
離
が
里
数
で
表
現
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
不
弥
国
か
ら
投
馬
国
（
⑧
「
水
行
二
十
日
」
）
、
投
馬
国
か
ら
邪

馬
台
国
（
⑨
「
水
行
十
日
・
陸
行
一
月
」
）
と
い
う
最
も
重
要
な
部
分
だ
け
、
記

述
方
法
が
異
な
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
表
記
方
法
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
陳
寿

が
基
づ
い
た
原
史
料
が
異
な
る
と
い
う
考
え
方
も
成
り
立
つ
。
し
か
し
、
引
き
算

を
す
る
と
不
弥
国
か
ら
邪
馬
台
国
ま
で
が
千
三
百
里
に
な
っ
て
し
ま
う
矛
盾
か
ら

考
え
れ
ば
、
基
づ
い
た
史
料
が
異
な
る
の
で
は
な
く
、
当
時
存
在
し
た
記
録
に
基

づ
き
な
が
ら
も
、
距
離
の
辻
褄
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
最
後
の
二
国
の
距
離
を
ぼ

か
し
て
記
述
し
た
、
と
考
え
る
方
が
真
実
に
近
い
。
陳
寿
に
は
、
帯
方
郡
か
ら
女

王
国
ま
で
の
距
離
を
「
万
二
千
余
里
」
と
定
め
る
必
要
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

邪
馬
台
国
と
同
等
の
称
号
を
持
つ
大
月
氏
国
は
、
洛
陽
か
ら
一
万
六
千
三
百
七
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十
里
の
彼
方
に
あ
る
。
朝
貢
す
る
夷
狄
が
遠
方
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ
を
招

い
た
執
政
者
の
徳
は
高
い
。
陳
寿
が
邪
馬
台
国
を
招
い
た
執
政
者
の
徳
を
大
月
氏

国
の
そ
れ
と
同
等
以
上
に
す
る
た
め
に
は
、
邪
馬
台
国
は
洛
陽
か
ら
一
万
七
千
里

の
彼
方
に
あ
る
必
要
が
生
ま
れ
る
。
洛
陽
か
ら
帯
方
郡
ま
で
が
五
千
里
で
あ
る
か

ら
、
邪
馬
台
国
は
帯
方
郡
か
ら
一
万
二
千
余
里
の
彼
方
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

帯
方
郡
か
ら
邪
馬
台
国
ま
で
の
距
離
を
一
万
二
千
余
里
と
し
て
い
る
理
由
で
あ
る
。

た
だ
し
、
問
題
は
残
る
。
朝
貢
す
る
夷
狄
が
遠
方
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
徳
が
高

い
の
で
あ
れ
ば
、
狗
邪
韓
国
か
ら
女
王
国
ま
で
の
距
離
を
五
千
里
に
止
め
た
理
由

は
何
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
室
賀
信
夫
に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
「
石
刻
華
夷

（
四
一
）

図
」
・
「
石
刻
禹
跡
図
」
は
、
唐
の
賈
耽
の
「
海
内
華
夷
図
」
を
縮
小
し
て
石
刻

し
た
も
の
で
あ
り
、
「
海
内
華
夷
図
」
は
西
晉
の
裴
秀
が
著
し
た
「
禹
貢
地
域

図
」
に
依
拠
す
る
。
「
石
刻
禹
跡
図
」
は
、
朝
鮮
半
島
の
南
揚
子
江
江
口
付
近
か

ら
海
南
島
の
あ
た
り
ま
で
を
約
五
千
里
と
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
に
従
え
ば
、

陳
寿
が
見
た
地
図
に
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
、
裴
秀
の
「
禹
貢
地
域
図
」
で
は
、

朝
鮮
半
島
か
ら
会
稽
郡
の
背
後
ま
で
を
約
五
千
里
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
が
、
会
稽
郡
の
東
方
海
上
に
あ
る
べ
き
女
王
国
の
帯
方
郡
か
ら
の
距
離
を
五
千

里
に
止
め
た
拠
り
所
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
「
倭
人
の
条
」
の
距
離
と
方
位
は
、
陳
寿
の
理
念
に
基
づ
い
て

定
め
ら
れ
て
い
る
。
距
離
は
大
月
氏
国
よ
り
少
し
遠
く
、
方
位
は
呉
の
背
後
と
な

る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
三
国
志
』
の
中
で
、
と
も

に
「
親
魏
○
王
」
と
な
る
「
親
魏
大
月
氏
王
」
と
「
親
魏
倭
王
」
と
を
そ
れ
ぞ
れ

蜀
漢
と
孫
呉
の
背
後
の
大
国
と
し
て
対
照
的
に
表
現
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
倭
国

は
、
大
月
氏
国
と
並
立
す
べ
き
東
の
大
国
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
倭
人
の
条
」
は
、
倭
国
に
好
意
的
で
あ
る
。
『
三
国
志
』
巻

三
十

東
夷
伝

倭
人
の
条
に
、

（
四
二
）

倭
の
地
は
温
暖
、
冬
夏

生
菜
を
食
し
、
皆

徒
跣
な
り
。
屋
室
有
り
、
父
母

兄
弟
、
臥
息
す
る
に
処
を
異
に
す
。
朱
丹
を
以
て
其
の
身
体
に
塗
る
は
、
中

国
の
粉
を
用
ひ
る
が
如
き
な
り
。
食
飲
に
は
籩
豆
を
用
ひ
手
も
て
食
す
。
其

の

死

に
は
、
棺
有
り
て
槨
無
く
、
土
を
封
じ
て
冢
を
作
る
。
始
め
て
死
す

し
か
ば
ね

る
や
停
喪
す
る
こ
と
十
余
日
、
時
に
当
り
て
肉
を
食
は
ず
、
喪
主
は
哭
泣
し
、

他
人
は
就
き
て
歌
舞
飲
酒
す
。
已
に
葬
れ
ば
、
家
を
挙
げ
て
水
中
に
詣
り
て

澡
浴
す
る
こ
と
、
以
て
練
沐
の
如
く
す
。

と
あ
る
。
倭
に
は
「
屋
室
」
が
あ
り
、
「
父
母
兄
弟
、
臥
息
す
る
に
処
を
異
に

す
」
る
と
い
う
記
述
を
、
倭
以
外
の
東
夷
伝
に
掲
げ
ら
れ
た
諸
国
と
比
較
し
て
み

よ
う
。
『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

高
句
麗
の
条
に
は
、
「
山
谷
に
随
ひ
て
、

以
て
居
と
為
す
（
随
山
谷
、
以
為
居
）
」
と
あ
り
、
『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

挹
婁
の
条
に
は
、
「
山
林
の
間
に
処
り
、
常
に
穴
居
す
（
処
山
林
之
間
、
常
穴

居
）
」
と
あ
り
、
『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

韓
の
条
に
は
、
「
居
処
に
は
、
草

屋
・
土
室
を
作
る
。
形
は
冢
の
如
し
、
其
の
戸
は
上
に
在
り
、
家
を
挙
げ
て
共
に

中
に
居
り
て
、
長
幼
男
女
の
別
無
し
（
居
処
、
作
草
屋
・
土
室
、
形
如
冢
、
其
戸

在
上
、
挙
家
共
在
中
、
無
長
幼
男
女
之
別
）
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
、
倭

よ
り
も
中
国
と
の
接
触
が
古
く
、
頻
繁
で
あ
る
。
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
倭
よ
り

も
中
国
の
文
化
を
受
け
入
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
東
夷
伝
は
、
そ
れ
を
認
め

な
い
。
倭
を
中
国
同
様
「
長
幼
男
女
の
別
」
の
あ
る
文
化
の
国
と
描
く
の
で
あ
る
。

ま
た
、
考
古
学
的
研
究
成
果
で
は
「
甕
棺
」
の
記
述
と
さ
れ
て
い
る
「
棺
有
り

て
槨
無
」
し
、
と
い
う
墓
葬
の
記
録
は
、
『
論
語
』
先
進
に
、
「
鯉
や
死
す
。
棺

有
り
て
槨
無
し
（
鯉
也
死
、
有
棺
而
無
椁
）
」
と
あ
る
、
孔
子
が
子
の
鯉
を
葬
っ

た
話
を
典
拠
と
す
る
。
槨
が
有
る
こ
と
は
厚
葬
で
あ
っ
た
。
曹
操
が
死
に
臨
み
薄

葬
を
命
じ
る
ほ
ど
、
薄
葬
が
尊
重
さ
れ
た
時
代
に
、
陳
寿
は
『
三
国
志
』
を
ま
と

（
四
三
）

め
て
い
る
。
倭
の
墓
葬
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆
に
、
『
三
国

志
』
巻
三
十

東
夷
伝

夫
余
の
条
に
、
「
厚
葬
に
し
て
、
槨
有
れ
ど
も
棺
無
し

（
厚
葬
、
有
槨
無
棺
）
」
と
あ
る
記
述
は
、
棺
が
な
い
と
い
う
文
化
の
不
十
分
さ
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と
共
に
、
そ
の
厚
葬
を
貶
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
四
四
）

も
ち
ろ
ん
、
陳
寿
の
「
倭
人
の
条
」
が
拠
っ
た
『
魏
略
』
に
こ
れ
ら
の
記
述
が

含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
注
（
二
〇

）
所
掲
鈴
木
論
文
に
よ
れ
ば
、

現
存
『
魏
略
』
と
「
倭
人
の
条
」
の
異
な
る
箇
所
は
、
す
で
に
掲
げ
た
「
倭
人

自
ら
謂
へ
ら
く
太
伯
の
後
な
り
と
（
倭
人
自
謂
太
伯
之
後
）
」
と
い
う
部
分
と
、

裴
松
之
注
に
引
く
、
「
其
の
俗
、
正
歳
四
節
を
知
ら
ず
、
但
だ
春
耕
秋
収
を
計
り

て
年
紀
と
為
す
（
其
俗
不
知
正
歳
四
節
、
但
計
春
耕
秋
収
為
年
紀
）
」
の
二
ヵ
所

の
み
で
あ
る
と
い
う
。
後
者
は
、
倭
人
の
文
化
の
低
さ
を
言
う
も
の
で
、
陳
寿
が

こ
の
記
事
を
あ
え
て
採
用
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
倭
人
の
条
」
は
、
東
夷
伝
中
の
他
の
夷
狄
と
比
べ
て
好
意
的

に
描
か
れ
て
い
る
。
本
来
的
に
は
高
い
文
化
を
持
っ
て
い
た
は
ず
の
朝
鮮
半
島
や

中
国
の
東
北
地
方
の
諸
民
族
の
方
が
低
い
文
化
と
さ
れ
て
い
る
原
因
は
、
東
夷
伝

の
執
筆
意
図
に
あ
る
。

四
、
東
夷
伝
注
の
西
戎
伝

す
で
に
掲
げ
た
東
夷
伝
の
序
文
で
は
、
東
夷
伝
を
執
筆
し
た
理
由
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

（
四
五
）魏

興
こ
る
や
、
西
域

尽
く
至
る
こ
と
能
は
ざ
る
と
雖
も
、
其
の
大
国
た
る

亀
茲
・
于
寘
・
康
居
・
烏
孫
・
疎
勒
・
月
氏
・
鄯
善
・
車
師
の
属
、
歳
ご
と

に
朝
貢
を
奉
ぜ
ざ
る
は
無
く
、
略
ぼ
漢
氏
の
故
事
の
如
き
な
り
。
而
る
に
公

孫
淵
は
父
祖
三
世
を
仍
ね
て
遼
東
に
有
り
、
天
子

其
れ
を
絶
域
と
為
し
、

か
さ

委
ぬ
る
に
海
外
の
事
を
以
て
し
、
遂
に
東
夷
と
隔
断
し
て
、
諸
夏
に
通
ず
る

を
得
ず
。
景
初
中
、
大
い
に
師
旅
を
興
こ
し
、
淵
を
誅
し
、
又

軍
を
潜
め

て
海
に
浮
か
ば
せ
、
楽
浪
・
帯
方
の
郡
を
収
む
。
而
る
後
に
海
表

謐
然
と

し
て
、
東
夷

屈
服
す
。

中
華
の
ま
わ
り
に
北
狄
・
南
蛮
・
西
戎
・
東
夷
の
四
夷
が
居
る
、
と
い
う
儒
教

の
中
華
思
想
を
表
現
す
る
た
め
に
は
、
正
史
は
北
狄
・
南
蛮
・
西
戎
・
東
夷
の
四

夷
伝
を
す
べ
て
備
え
る
必
要
が
あ
る
。
事
実
、
『
後
漢
書
』
は
、
四
夷
伝
を
す
べ

て
充
足
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
三
国
志
』
は
、
「
倭
人
の
条
」
を
含
む

巻
三
十

烏
桓
・
鮮
卑
・
東
夷
伝
が
、
唯
一
の
夷
狄
伝
で
あ
る
。
烏
桓
・
鮮
卑
は
、

北
狄
に
あ
た
る
。
南
に
は
、
孫
呉
、
あ
る
い
は
蜀
漢
が
存
在
す
る
た
め
、
南
蛮
伝

を
欠
く
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。
問
題
は
、
西
戎
（
あ
る
い
は
西
域
）
伝
が
無
い

こ
と
に
あ
る
。

東
夷
伝
の
序
で
陳
寿
は
、
そ
の
理
由
を
「
歳
ご
と
に
朝
貢
を
奉
ぜ
ざ
る
は
無
く
、

略
ぼ
漢
氏
の
故
事
の
如
き
」
の
よ
う
で
あ
っ
た
た
め
、
と
し
て
い
る
。
と
く
に
記

す
べ
き
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
曲
筆
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に

掲
げ
た
劉
禅
の
詔
よ
り
分
か
る
。
再
掲
す
る
と
、
「
涼
州
の
諸
国
王
、
各
掩
月
支

・
康
居
の
胡
侯
た
る
支
富
・
康
植
ら
二
十
余
人
を
遣
し
、
詣
り
て
節
度
を
受
け
、

大
軍

北
出
す
れ
ば
、
便
ち
兵
馬
を
率
将
し
、
戈
を
奮
ひ
て
先
駆
た
ら
し
め
ん
と

欲
す
」
と
蜀
漢
で
は
、
認
識
し
て
い
た
。
陳
寿
は
、
旧
蜀
臣
で
あ
る
。
こ
う
し
た

事
情
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。

陳
寿
の
こ
の
偏
向
に
最
初
に
気
づ
い
た
者
は
裴
松
之
で
あ
る
。
裴
松
之
は
、
東

（
四
六
）

夷
伝
の
最
後
に
『
魏
略
』
の
西
戎
伝
を
長
々
と
引
用
す
る
こ
と
で
、
陳
寿
の
偏
向

を
指
摘
し
た
。
陳
寿
は
、
『
三
国
志
』
魏
書
の
種
本
と
し
た
『
魏
略
』
の
中
に
、

西
戎
伝
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
烏
桓
・
鮮
卑
・
東
夷
伝
の
み
を
立
て
た
。
そ
れ
は
、

景
初
年
間
（
二
三
七
～
二
三
九
年
）
に
、
司
馬
懿
が
公
孫
淵
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
よ

り
、
東
夷
の
民
が
中
国
の
命
令
に
従
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
陳
寿
が
東
夷
伝
最
大
の
字
数
を
費
や
し
て
倭
国
の
条
を
執
筆
し
た
理
由
は
、

景
初
年
間
に
公
孫
淵
を
滅
ぼ
し
た
司
馬
懿
の
功
績
を
称
揚
す
る
た
め
な
の
で
あ
る
。

司
馬
懿
の
功
績
の
結
果
、
遠
方
よ
り
朝
貢
に
来
た
倭
国
は
、
大
国
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
し
た
目
的
に
基
づ
き
、
倭
国
は
理
念
的
に
、
し
か
も
好
意
的
に
描
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か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

卑
弥
呼
の
最
初
の
朝
貢
に
つ
い
て
は
、
南
宋
版
以
来
の
『
三
国
志
』
東
夷
伝
に

記
さ
れ
る
景
初
二
（
二
三
八
）
年
説
と
、
『
日
本
書
紀
』
に
引
用
さ
れ
る
「
倭
人

の
条
」
の
景
初
三
（
二
三
九
）
年
説
と
が
並
立
し
て
い
る
。
そ
の
ど
ち
ら
が
陳
寿

（
四
七
）

の
意
図
に
近
い
の
か
は
後
述
し
よ
う
。
こ
の
後
も
倭
国
と
曹
魏
と
の
外
交
関
係
は

密
接
で
あ
っ
た
。
倭
国
は
、
曹
魏
か
ら
の
使
者
に
返
書
を
託
し
た
正
始
元
（
二
四

〇
）
年
の
ほ
か
、
正
始
四
（
二
四
三
）
年
に
使
者
を
送
り
、
曹
魏
も
正
始
六
（
二

四
五
）
年
に
黄
幢
を
賜
与
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
両
者
の
密
接
な
関
係
の
背
景
に

は
、
朝
鮮
半
島
情
勢
の
流
動
化
が
あ
る
。

『
三
国
志
』
巻
二
十
八

毌
丘
倹
伝
、
お
よ
び
巻
三
十

東
夷
伝

夫
余
・
韓
の

条
に
よ
れ
ば
、
帯
方
太
守
の
弓
遵
は
、
中
国
の
支
配
に
抵
抗
す
る
韓
人
と
の
戦
い

で
命
を
落
と
し
て
い
る
。
正
始
八
（
二
四
七
）
年
に
帯
方
太
守
に
就
任
す
る
王
頎

は
、
玄
兎
太
守
と
し
て
句
麗
王
を
討
つ
こ
と
に
功
績
が
あ
っ
た
。
曹
魏
の
朝
鮮
半

島
に
お
け
る
武
力
行
使
は
、
背
後
に
あ
る
倭
国
と
の
関
係
を
一
層
緊
密
に
す
る
必

要
性
を
生
み
出
し
て
い
た
。
そ
の
倭
国
か
ら
、
窮
状
を
訴
え
る
知
ら
せ
が
届
く
。

『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人
の
条
に
、

（
四
八
）

其
の
八
年
、
太
守
の
王
頎

官
に
到
る
。
倭
の
女
王
た
る
卑
弥
呼
、
狗
奴
国

の
男
王
た
る
卑
弥
弓
呼
と
素
よ
り
和
せ
ず
。
倭
の
載
斯
・
烏
越
ら
を
遣
は
し

て
郡
に
詣
り
、
相

攻
撃
す
る
状
を
説
か
し
む
。
塞
曹
掾
史
の
張
政
ら
を
遣

は
し
て
、
因
り
て
詔
書
・
黄
幢
を
齎
し
、
難
升
米
に
拝
仮
し
、
檄
を
為
り
之

に
告
喩
す
。
卑
弥
呼

死
す
る
を
以
て
、
大
い
に
冢
を
作
る
。
径
は
百
余
歩
、

徇
葬
す
る
者

奴
婢
百
余
人
な
り
。
更
め
て
男
王
を
立
つ
る
も
、
国
中

服
せ

ず
。
更
掩
相

誅
殺
し
、
時
に
当
た
り
て
千
余
人
を
殺
す
。
復
た
卑
弥
呼
の

宗
女
た
る
壱
与
、
年
十
三
な
る
を
立
て
て
王
と
為
し
、
国
中

遂
に
定
ま
る
。

政
ら
檄
を
以
て
壱
与
を
告
喩
す
。
壱
与

倭
の
大
夫
の
率
善
中
郎
将
た
る
掖

邪
狗
ら
二
十
人
を
遣
は
し
て
政
ら
の
還
る
を
送
ら
し
む
。
因
り
て
臺
に
詣
り
、

男
女
の
生
口
三
十
人
を
献
上
し
、
白
珠
五
千
孔
・
青
大
句
珠
二
枚
・
異
文
雑

錦
二
十
匹
を
貢
す
。

卑
弥
呼
と
狗
奴
国
と
の
戦
い
を
聞
い
た
帯
方
太
守
の
王
頎
は
、
詔
書
と
黄
幢
を

も
た
ら
し
、
檄
文
を
つ
く
っ
て
塞
曹
掾
史
の
張
政
た
ち
を
派
遣
し
て
、
卑
弥
呼
の

背
後
に
曹
魏
が
い
る
こ
と
を
狗
奴
国
に
示
し
た
。
狗
奴
国
は
、
黄
幢
を
見
て
そ
れ

を
理
解
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

黄
幢
と
は
、
軍
事
権
を
象
徴
し
、
曹
魏
の
土
徳
を
示
す
黄
色
の
旗
で
あ
る
。
そ

（
四
九
）

れ
を
戦
い
の
場
に
立
て
て
も
、
具
体
的
に
人
を
殺
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
が

分
か
る
者
だ
け
に
曹
魏
の
支
持
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
本
来
は
中
国
文
化
を
熟
知

す
る
高
句
麗
・
諸
韓
国
と
の
戦
い
に
、
倭
国
を
組
み
込
む
た
め
に
贈
ら
れ
た
黄
幢

（
五
〇
）

を
、
王
頎
が
詔
と
共
に
卑
弥
呼
に
届
け
た
理
由
は
、
狗
奴
国
が
そ
れ
を
見
て
曹
魏

と
判
断
で
き
る
知
識
、
具
体
的
に
は
孫
呉
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
た

た
め
に
他
な
ら
な
い
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
張
政
は
、
卑
弥
呼
の
死
後
、
即
座
に
帰
国
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。
張
政
が
、
卑
弥
呼
の
死
後
に
起
こ
っ
た
倭
国
の
混
乱
回
復
を
見
届
け
、

新
女
王
の
壱
与
の
使
者
で
あ
る
率
善
中
郎
将
の
掖
邪
狗
を
連
れ
帰
っ
た
の
は
、
孫

呉
の
背
後
に
あ
る
東
方
の
大
国
が
安
定
し
、
曹
魏
に
臣
従
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

た
め
で
あ
っ
た
。
狗
奴
国
の
背
後
に
、
本
当
に
孫
呉
が
存
在
し
た
の
か
否
か
を

『
三
国
志
』
は
語
ら
な
い
。
し
か
し
、
孫
呉
の
元
号
を
刻
ん
だ
呉
鏡
は
、
日
本
で

発
見
さ
れ
て
い
る
。
孫
呉
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
者
が
、
日
本
に
居
た
こ
と
は
確

（
五
一
）

か
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
倭
国
は
当
時
の
国
際
関
係
の
中
で
重
要
な
国
家
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
加
え
て
、
曹
魏
か
ら
西
晉
に
向
け
て
の
国
内
の
政
治
状
況
に
お
い
て
も
重

要
な
地
位
を
占
め
る
。
大
月
氏
国
の
波
調
王
が
入
貢
し
た
際
、
明
帝
の
も
と
諸
葛

亮
の
北
伐
に
対
抗
し
て
い
た
者
は
、
曹
爽
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
陳
寿
は
、
大

（
五
二
）

月
氏
国
と
の
関
係
を
書
か
ざ
る
を
得
な
い
西
戎
伝
を
『
三
国
志
』
か
ら
除
外
し
た



- 44 -

『三国志』東夷伝 倭人の条に現れた世界観と国際関係

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
卑
弥
呼
の
遣
使
は
、
そ
の
年
次
に
よ
っ
て
執
政
者
の
徳
が
微

妙
に
異
な
る
。
卑
弥
呼
の
遣
使
を
景
初
二
（
二
三
八
）
年
六
月
と
す
る
と
、
遼
東

・
朝
鮮
半
島
は
、
い
ま
だ
戦
争
中
で
あ
る
。
司
馬
懿
の
遼
東
遠
征
の
結
果
、
朝
鮮

半
島
に
ま
で
曹
魏
の
影
響
力
が
及
ん
だ
た
め
、
使
者
を
派
遣
し
た
こ
と
に
な
る
が
、

戦
争
中
の
遣
使
は
、
そ
の
徳
を
言
祝
ぐ
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
景
初

三
（
二
三
九
）
年
で
あ
れ
ば
、
卑
弥
呼
は
司
馬
懿
が
公
孫
氏
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
を

契
機
に
、
孫
呉
の
背
後
に
あ
る
東
方
の
大
国
の
女
王
と
し
て
、
司
馬
懿
の
功
績
を

言
祝
ぎ
、
徳
を
慕
っ
て
使
者
を
帯
方
郡
に
派
遣
し
た
こ
と
に
な
る
。
陳
寿
の
執
筆

意
図
は
、
景
初
三
年
で
な
け
れ
ば
達
成
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
陳
寿
の
執
筆
意

図
に
従
え
ば
、
『
日
本
書
紀
』
に
引
か
れ
た
「
倭
人
の
条
」
の
景
初
三
年
の
派
遣

が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
倭
人
の
条
」
は
、
陳
寿
の
『
三
国
志
』
が
全
体
と
し
て
持
つ
偏
向
を
共
有
し

て
い
た
。
司
馬
懿
の
功
業
を
宣
揚
す
る
、
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
陳
寿
は
、
司

馬
懿
の
遼
東
平
定
に
伴
い
来
貢
し
た
倭
国
を
孫
呉
の
脅
威
た
る
べ
き
大
国
と
し
て

好
意
的
に
描
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
倭
国
を
孫
呉
の
背
後
に
あ
る
東
方
の
大
国
と
認
識
す
る
こ
と
は
、
陳

寿
に
始
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
曹
魏
の
外
交
方
針
そ
の
も
の
が
、
蜀
漢
に
対
抗
す

る
大
月
氏
国
と
同
等
の
存
在
に
、
孫
呉
の
背
後
に
あ
る
倭
国
を
押
し
上
げ
て
い
た
。

陳
寿
の
「
倭
人
の
条
」
は
、
こ
う
し
た
曹
魏
の
認
識
を
経
典
な
ど
の
引
用
に
よ
り
、

さ
ら
に
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
倭
人
の
条
」
は
、
理
念
と
現
実
が
入
り
混
じ
る
記
録
と
な
っ

た
。
邪
馬
台
国
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
方
角
・
距
離
の
比
定
は
、
陳
寿
の
理
念

に
覆
わ
れ
て
い
る
。
「
倭
人
の
条
」
に
記
さ
れ
る
邪
馬
台
国
は
、
九
州
で
も
畿
内

で
も
な
く
、
会
稽
郡
東
冶
の
東
方
海
上
に
位
置
す
る
。

そ
の
一
方
で
、
「
倭
人
の
条
」
を
す
べ
て
理
念
の
産
物
と
片
づ
け
る
こ
と
も
正

し
く
な
い
。
実
際
に
倭
国
に
赴
い
た
使
者
の
報
告
書
に
基
づ
く
事
実
の
記
載
は
、

三
世
紀
の
倭
国
の
国
制
や
社
会
の
あ
り
方
を
今
日
に
伝
え
、
描
か
れ
た
外
交
関
係

は
、
三
国
そ
れ
ぞ
れ
の
異
民
族
へ
の
政
策
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
漢
と
い
う
統
一

国
家
が
存
在
す
る
時
、
周
辺
の
異
民
族
は
、
服
従
か
抵
抗
か
と
い
う
二
者
択
一
を

迫
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
三
国
時
代
に
は
、
他
の
国
と
結
ん
で
対
抗
す
る
と
い
う

選
択
肢
が
生
ま
れ
た
。
三
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
敵
対
国
の
背
後
の
異
民
族
と
手
を
組

む
こ
と
を
目
指
し
た
た
め
で
あ
る
。

邪
馬
台
国
を
曹
魏
が
庇
護
し
た
よ
う
に
、
狗
奴
国
に
孫
呉
が
関
わ
り
を
持
っ
た

の
か
否
か
を
伝
え
る
史
料
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
可
能
性
が
邪
馬
台
国
へ
の
破

格
な
待
遇
と
陳
寿
の
曲
筆
の
理
由
で
あ
っ
た
。
邪
馬
台
国
は
、
会
稽
郡
東
冶
県
の

東
方
海
上
に
あ
る
と
さ
れ
、
孫
呉
の
背
後
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

実
在
の
卑
弥
呼
の
国
の
位
置
と
は
関
係
な
く
、
そ
こ
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
際

関
係
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
倭
国
を
表
現
す
る
際
に
は
、
詔
や
使
者
の
報
告
書
と
い

う
一
次
史
料
が
あ
り
な
が
ら
も
、
三
国
時
代
の
世
界
観
が
擦
り
込
ま
れ
た
。
こ
の

結
果
、
「
倭
人
の
条
」
は
、
理
念
と
現
実
が
混
淆
す
る
記
録
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

《

注

》

（
一
）
東
夷
伝
に
記
さ
れ
る
諸
国
の
中
で
、
最
多
の
一
九
八
三
字
よ
り
成
る
「
倭
人
の
条
」
は
、
主

と
し
て
本
文
に
記
し
た
三
つ
の
部
分
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
翻
訳
は
多
い
が
、
佐
伯
有
清

『
魏
志
倭
人
伝
を
読
む
（
上
）（
下
）』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
、「
倭
人
の
条
」
で

用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
の
用
例
を
中
国
の
古
典
・
史
書
に
求
め
て
調
査
し
て
い
る
ほ
か
、
こ
れ

ま
で
の
「
倭
人
の
条
」
の
解
釈
の
歴
史
に
も
触
れ
て
い
る
。
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（
二
）
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
に
お
け
る
邪
馬
台
国
の
研
究
史
の
集
成
に
、
三
品
彰
英
『
邪
馬
台
国
研
究

総
覧
』（
創
元
社
、
一
九
七
〇
年
）、
佐
伯
有
清
『
邪
馬
台
国
基
本
論
文
集
』
Ⅰ
～
Ⅲ
（
創
元
社
、

一
九
八
一
～
八
二
年
）、
三
木
太
郎
（
著
）、
渡
辺
三
男
（
監
修
）『
邪
馬
台
国
研
究
事
典
』
Ⅲ

・
Ⅳ

文
献
目
録
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
九
年
）
が
あ
る
。
中
で
も
、
佐
伯
著
書
は
、
基

本
論
文
を
収
録
し
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。

（
三
）
注
（
二
）
所
掲
佐
伯
著
書
の
解
説
は
、
新
井
白
石
・
本
居
宣
長
に
始
ま
る
邪
馬
台
国
論
争
を

六
期
に
整
理
す
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
立
場
か
ら
は
、
岡
本
健
一
『
邪
馬
台
国
論

争
』（
講
談
社
メ
チ
エ
、
一
九
九
五
年
）
が
、
畿
内
説
・
九
州
説
を
中
心
に
論
争
の
歴
史
を
的

確
に
整
理
し
て
い
る
。

（
四
）
三
品
彰
英
「
邪
馬
台
の
位
置
―
そ
の
研
究
史
的
考
察
」（『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
カ
』
一
、
一
九
四

八
年
）。
主
と
し
て
榎
一
雄
「
魏
志
倭
人
伝
の
里
程
記
事
に
つ
い
て
」（『
歴
史
』
一
―
一
、
一

九
四
七
年
）
の
「
放
射
説
」
と
呼
ば
れ
る
行
程
記
事
の
解
釈
を
批
判
し
、
陳
寿
が
倭
地
は
南
に

延
長
さ
れ
た
島
国
で
、
会
稽
東
冶
の
東
方
に
ま
で
述
べ
て
い
る
、
と
す
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き

と
い
う
主
張
で
あ
る
。

（
五
）『
三
国
志
』
が
持
つ
偏
向
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
陳
寿
の
『
三
国
志
』
と
蜀
学
」（『
狩

野
直
禎
先
生
傘
寿
記
念
三
国
志
論
集
』
三
国
志
学
会
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
六
）
手
塚
隆
義
「
親
魏
倭
王
考
」（『
史
苑
』
二
三
―
二
、
一
九
六
三
年
）。
ま
た
、
岡
田
英
弘

『
倭
国
の
時
代
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
七
六
年
、
朝
日
文
庫
に
一
九
九
四
年
に
収
録
）
は
、
手

塚
の
親
魏
大
月
氏
王
へ
の
着
目
を
継
承
し
、
曹
爽
と
司
馬
懿
の
抗
争
の
中
に
、
親
魏
倭
王
の
賜

与
の
原
因
を
求
め
て
い
る
。

（
七
）（
車
師
後
部
）
王
治
于
頼
城
。
魏
賜
其
王
壹
多
雑
守
魏
侍
中
・
号
大
都
尉
、
受
魏
王
印
（『
三

国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

注
引
『
魏
略
』）。

（
八
）
大
庭
脩
『
親
魏
倭
王
』（
学
生
社
、
一
九
七
一
年
）。
大
庭
脩
は
、
こ
れ
を
論
拠
に
親
魏
倭
王

と
い
う
称
号
に
特
別
な
意
味
を
持
た
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
中
国
の
王
朝
と
親
善
関
係
に
あ
る

蛮
夷
の
王
に
与
え
る
称
号
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
な
に
も
の
で
も
な
い
、
と
主
張
し

て
い
る
。
大
庭
説
は
の
ち
に
、『
古
代
中
世
に
お
け
る
日
中
関
係
史
の
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、

一
九
九
六
年
）
の
中
に
研
究
論
文
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
九
）『
三
国
志
』
巻
三

明
帝
紀
に
、「（
太
和
三
年
十
二
月
）、
癸
卯
、
大
月
氏
の
王
た
る
波
調
、

使
を
遣
は
し
て
奉
献
す
。
調
を
以
て
親
魏
大
月
氏
王
と
為
す
（〈
太
和
三
年
十
二
月
〉、
癸
卯
、

大
月
氏
王
波
調
、
遣
使
奉
献
。
以
調
為
親
魏
大
月
氏
王
）」
と
あ
る
。

（
一
〇

）
正
始
八
（
二
四
七
）
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
高
句
麗
遠
征
に
際
し
て
、
い
ち
早
く
帰
順
し
て

朝
貢
し
た
濊
の
不
耐
に
は
、
濊
王
の
称
号
が
授
与
さ
れ
て
い
る
（『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

濊
の
条
）。

（
一
一

）
涼
州
諸
国
王
、
各
遣
月
支
・
康
居
胡
侯
支
富
、
康
植
等
二
十
余
人
、
詣
受
節
度
、
大
軍
北
出
、

便
欲
率
将
兵
馬
、
奮
戈
先
駆
（『
三
国
志
』
巻
三
十
三

後
主
伝
注
引
『
諸
葛
亮
集
』）。『
諸
葛

氏
集
（
諸
葛
亮
集
）』
は
、
陳
寿
の
編
纂
で
あ
る
。
陳
寿
が
こ
の
詔
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、『
三

国
志
』
に
記
録
し
な
か
っ
た
こ
と
に
は
、
留
意
し
て
お
き
た
い
。

（
一
二

）
制
詔
親
魏
倭
王
卑
弥
呼
。
帯
方
太
守
劉
夏
、
遣
使
送
汝
大
夫
難
升
米
・
次
使
都巿

牛
利
、
奉

汝
所
献
男
生
口
四
人
・
女
生
口
六
人
・
班
布
二
匹
二
丈
、
以
到
。
汝
所
在
踰
遠
、
乃
遣
使
貢
献
。

是
汝
之
忠
孝
、
我
甚
哀
汝
。
今
以
汝
為
親
魏
倭
王
、
仮
金
印
紫
綬
、
装
封
付
帯
方
太
守
、
仮
授

汝
。
其
綏
撫
種
人
、
勉
為
孝
順
。
汝
来
使
難
升
米
・
牛
利
渉
遠
、
道
路
勤
労
、
今
以
難
升
米
為

率
善
中
郎
将
、
牛
利
為
率
善
校
尉
、
仮
銀
印
青
綬
、
引
見
労
賜
遣
還
。
今
以
絳
地
交
龍
錦
五
匹
、

絳
地
縐
粟
罽
十
張
、
蒨
絳
五
十
匹
、
紺
青
五
十
匹
、
答
汝
所
献
貢
直
。
又
特
賜
汝
紺
地
句
文
錦

三
匹
、
細
班
華
罽
五
張
、
白
絹
五
十
匹
、
金
八
両
、
五
尺
刀
二
口
、
銅
鏡
百
枚
、
真
珠
・
鉛
丹

各
五
十
斤
、
皆
装
封
付
難
升
米
・
牛
利
。
還
到
録
受
、
悉
可
以
示
汝
国
中
人
、
使
知
国
家
哀
汝
。

故
鄭
重
賜
汝
好
物
也
（『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人
の
条
）。

（
一
三

）
岡
村
秀
典
『
三
角
縁
神
獣
鏡
の
時
代
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
に
よ
れ
ば
、「
銅
鏡

百
枚
」
は
、
倭
の
た
め
に
特
別
に
製
作
し
た
三
角
縁
神
獣
鏡
で
あ
る
と
い
う
。

（
一
四

）
杉
本
直
治
郎
「
三
国
時
代
に
お
け
る
呉
の
対
南
策
」（『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
Ⅰ
、
厳
南
堂
書

店
、
一
九
五
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
孫
権
は
扶
南
に
使
節
を
派
遣
し
、
扶
南
に
派
遣
さ
れ
て
い
た

大
月
氏
国
の
使
者
と
も
会
っ
て
い
る
と
い
う
。

（
一
五

）
孫
呉
と
遼
東
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
重
松
俊
章
「
孫
呉
の
対
外
発
展
と
遼
東
と
の
関
係
」

（『
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
十
周
年
記
念

哲
学
史
学
文
学
論
文
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
七

年
）、
西
嶋
定
生
「
親
魏
倭
王
冊
封
に
至
る
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
」（『
古
代
史
論
叢
』
上
巻
、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
、『
中
国
古
代
国
家
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

八
三
年
に
所
収
）
を
参
照
。
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（
一
六

）
張
昭
と
孫
権
の
対
立
な
ど
孫
呉
の
国
内
情
勢
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
孫
呉
政
権
の
展

開
」（『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
三
九
、
二
〇
〇
〇
年
、『
三
国
政
権
の
構
造
と
「
名
士
」』

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（
一
七

）
石
母
田
正
『
日
本
の
古
代
国
家
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）。

（
一
八

）
橋
本
増
吉
『
東
洋
史
上
よ
り
見
た
る
日
本
上
古
史
研
究
』
第
一
篇

邪
馬
台
国
論
考
「
戸
数

の
問
題
」（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
二
年
。
改
訂
増
補
版
は
、
東
洋
文
庫
、
一
九
五
六
年
）
を

参
照
。

（
一
九

）
張
楚
金
、
竹
内
理
三
『
翰
苑
』（
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
、
一
九
七
七
年
）。

（
二
〇

）
鈴
木
俊
「
倭
人
伝
の
史
料
的
研
究
」（『
東
亜
論
叢
』
六
、
一
九
四
八
年
）
は
、「
倭
人
の

条
」
の
記
事
は
、
内
藤
虎
次
郎
「
卑
弥
呼
考
」（『
芸
文
』
一
―
二
・
三
・
四
、
一
九
一
〇
年
）

が
述
べ
る
ほ
ど
大
部
分
が
『
魏
略
』
の
記
事
と
は
考
え
難
く
、
ま
た
橋
本
増
吉
『
東
洋
史
上
よ

り
見
た
る
日
本
上
古
史
研
究
』
第
一
篇

邪
馬
台
国
論
考
「
風
俗
習
慣
に
関
す
る
疑
問
」（
前

掲
）
が
述
べ
る
ほ
ど
『
魏
略
』
以
外
の
大
量
の
材
料
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
も
言
え
な
い
が
、

「
倭
人
の
条
」
の
大
半
が
『
魏
略
』
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
、

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
山
尾
幸
久
「
魏
志
倭
人
伝
の
史
料
批
判
」（『
立
命
館
文
学
』

二
六
〇
、
一
九
六
七
年
）
は
、『
魏
略
』
と
『
三
国
志
』
が
と
も
に
王
沈
の
『
魏
書
』
に
拠
っ

た
た
め
、
類
似
を
示
し
て
い
る
と
す
る
。

（
二
一

）
倭
人
在
帯
方
東
南
大
海
之
中
、
依
山
島
為
国
邑
。
旧
百
余
国
、
漢
時
有
朝
見
者
、
今
使
訳
所

通
三
十
国
（『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人
の
条
）。

（
二
二

）
燕
地
…
…
楽
浪
海
中
有
倭
人
、
分
為
百
余
国
、
以
歳
時
来
献
見
云
（『
漢
書
』
巻
二
十
八
下

地
理
志
）。

（
二
三

）
男
子
無
大
小
、
皆
黥
面
文
身
。
自
古
以
来
、
其
使
詣
中
国
、
皆
自
称
大
夫
。
夏
后
少
康
之
子
、

封
於
会
稽
、
断
髮
文
身
、
以
避
蛟
龍
之
害
。
今
倭
水
人
、
好
沈
没
捕
魚
蛤
。
文
身
亦
以
厭
大
魚

水
禽
。
後
稍
以
為
飾
。
諸
国
文
身
各
異
、
或
左
或
右
、
或
大
或
小
、
尊
卑
有
差
。
計
其
道
里
、

当
在
会
稽
東
冶
之
東
（『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人
の
条
）。

（
二
四

）
中
国
・
戎
夷
、
五
方
之
民
、
皆
有
性
也
。
不
可
推
移
。
東
方
曰
夷
、
被
髮
文
身
。
有
不
火
食

者
矣
。
南
方
曰
蛮
、
雕
題
交
趾
。
有
不
火
食
者
矣
（『
礼
記
』
王
制
）。

（
二
五

）
日
本
の
土
器
に
描
か
れ
た
イ
レ
ズ
ミ
絵
画
に
つ
い
て
は
、
設
楽
博
己
（
編
）『
三
国
志
が
み

た
倭
人
た
ち
―
魏
志
倭
人
伝
の
考
古
学
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。

（
二
六

）
南
宋
本
以
来
、『
三
国
志
』
は
、
す
べ
て
「
東
治
」
に
つ
く
る
が
、「
東
冶
」
の
誤
り
で
あ
る
。

な
お
、
南
宋
本
の
「
邪
馬
壹
国
」
を
金
科
玉
条
と
し
て
、「
邪
馬
台
国
」
を
否
定
す
る
古
田
武

彦
「
邪
馬
壹
国
」（『
史
学
雑
誌
』
七
八
―
九
、
一
九
六
九
年
）
に
対
す
る
批
判
に
は
、
尾
崎
雄

二
郎
「
邪
馬
臺
国
に
つ
い
て
」（『
人
文
』
一
六
、
一
九
七
〇
年
）
が
あ
る
。

（
二
七

）『
後
漢
書
』
列
伝
二
十
三

鄭
宏
伝
に
、「
旧
と
交
阯
の
七
郡
は
貢
獻
転
運
す
る
こ
と
、
皆

東

も

冶
よ
り
海
に
汎
び
て
至
る
も
、
風
波

艱
阻
に
し
て
、
沈
溺

相

係
ぐ
。（
鄭
）
弘

奏
し
て
零

う
か

つ

陵
・
桂
陽
の
嶠
道
を
開
き
、
是
に
於
て
夷
ぎ
通
じ
、
今
に
至
る
ま
で
遂
に
常
路
と
爲
る
（
旧

た
ひ
ら

交
阯
七
郡
貢
獻
転
運
、
皆
従
東
冶
汎
海
而
至
、
風
波
艱
阻
、
沈
溺
相
係
。（
鄭
）
弘
奏
開
零
陵

・
桂
陽
嶠
道
、
於
是
夷
通
、
至
今
遂
為
常
路
）」
と
あ
る
。

（
二
八

）
魏
略
云
、
倭
人
自
謂
太
伯
之
後
（『
通
典
』
巻
一
百
八
十
五

辺
防
一

東
夷
上

倭
の
条
）。

喜
田
貞
吉
「
漢
籍
に
見
え
た
る
倭
人
記
事
の
解
釈
」（『
歴
史
地
理
』
三
〇
―
四
、
五
、
六
、
一

九
一
七
年
）
は
、『
三
国
志
』
が
こ
の
文
を
引
か
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
陳
寿
が
倭
人
の

黥
の
俗
に
よ
っ
て
、
越
と
の
関
係
を
認
め
た
た
め
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
な
お
、
同
条
が
、

『
翰
苑
』
に
は
『
魏
略
』
と
し
て
、『
太
平
御
覧
』
で
は
『
魏
志
』
と
し
て
引
か
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
末
松
保
和
「
太
平
御
覧
に
引
か
れ
た
倭
国
に
関
す
る
魏
志
の
文
に
就
て
」（『
青
丘

学
叢
』
一
、
一
九
三
〇
年
）
を
参
照
。

（
二
九

）
孫
呉
と
の
関
係
が
な
く
な
っ
た
『
梁
書
』
巻
五
十
八

東
夷
伝

倭
人
の
条
は
、
ほ
ぼ
『
三
国

志
』「
倭
人
の
条
」
に
従
い
な
が
ら
も
、「
倭
な
る
者
は
、
自
ら
太
伯
の
後
と
云
ふ
（
倭
者
、
自

云
太
伯
之
後
）」
と
、
倭
人
が
「
太
伯
の
後
」
の
後
裔
と
称
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

（
三
〇

）
其
風
俗
不
淫
。
男
子
皆
露
紒
、
以
木
緜
招
頭
。
其
衣
横
幅
、
但
結
束
相
連
、
略
無
縫
。
婦
人

被
髮
屈
紒
、
作
衣
如
単
被
、
穿
其
中
央
、
貫
頭
衣
之
。
種
禾
稲
・
紵
麻
、
蚕
桑
・
緝
績
、
出
細

紵
・
縑
緜
。
其
地
無
牛
・
馬
・
虎
・
豹
・
羊
・
鵲
。
兵
用
矛
・
楯
・
木
弓
。
木
弓
短
下
長
上
、

竹
箭
或
鉄
鏃
或
骨
鏃
。
所
有
無
与
儋
耳
・
朱
崖
同
（『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人
の

条
）。

（
三
一

）
橋
本
増
吉
『
改
訂
増
補

東
洋
史
上
よ
り
見
た
る
日
本
上
古
史
研
究
』（
前
掲
）
は
、
こ
れ
ら

の
記
述
は
、
倭
の
実
態
に
基
づ
い
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
を
『
漢
書
』
地
理
志
の
節
略
と
す
る
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菅
政
友
『
菅
政
友
全
集
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
七
年
）・
那
珂
通
世
『
那
珂
通
世
遺
書
』

（
大
日
本
図
書
、
一
九
一
五
年
）
を
批
判
し
て
い
る
。

（
三
二

）
其
俗
、
国
大
人
皆
四
・
五
婦
、
下
戸
或
二
・
三
婦
。
婦
人
不
淫
、
不
妒
忌
。
不
盜
竊
、
少
諍

訟
。
其
犯
法
、
軽
者
没
其
妻
子
、
重
者
滅
其
門
戸
及
宗
族
。
尊
卑
各
有
差
序
、
足
相
臣
服

（『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人
の
条
）。

（
三
三

）
女
王
国
東
、
渡
海
千
余
里
、
復
有
国
、
皆
倭
種
。
又
有
侏
儒
国
在
其
南
。
人
長
三
、
四
尺
、

去
女
王
四
千
余
里
。
又
有
裸
国
・
黒
歯
国
、
復
在
其
東
南
。
船
行
一
年
可
至
。
参
問
倭
地
、
絶

在
海
中
洲
島
之
上
、
或
絶
或
連
、
周
旋
可
五
千
余
里
（『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人
の

条
）。

（
三
四

）『
山
海
経
』
大
荒
南
経
に
も
、「
小
人
有
り
、
名
づ
け
て
焦
僥
の
国
と
曰
ふ
（
有
小
人
、
名
曰

焦
僥
之
国
）」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
、「
皆

長
三
尺
な
り
（
皆
長
三
尺
）」
と
あ
る
。

た
け

（
三
五

）『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝
の
夫
余
の
条
に
よ
れ
ば
、
夫
余
は
「
方
可
二
千
里
」、
高
句
麗

の
条
に
よ
れ
ば
、
高
句
麗
は
「
方
可
二
千
里
」、
東
沃
沮
の
条
に
よ
れ
ば
、
東
沃
沮
は
「
可
千

里
」、
韓
の
条
に
よ
れ
ば
、
韓
は
「
方
可
四
千
里
」
で
あ
る
。
倭
国
は
東
夷
中
、
最
大
の
国
家

と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

（
三
六

）
書
称
、
東
漸
于
海
、
西
被
于
流
沙
。
其
九
服
之
制
、
可
得
而
言
也
。
然
荒
域
之
外
、
重
譯
而

至
。
非
足
跡
・
車
軌
所
及
、
未
有
知
其
国
俗
・
殊
方
者
也
。
自
虞
暨
周
、
西
戎
有
白
環
之
献
、

東
夷
有
肅
慎
之
貢
、
皆
曠
世
而
至
、
其
遐
遠
也
如
此
（『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

序
）。
ま

た
、
後
述
す
る
裴
秀
の
地
図
も
「
禹
貢
地
域
図
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た
。

、
、

（
三
七

）
渡
邉
義
浩
「
理
念
の
帝
国
―
王
莽
の
世
界
観
と
「
大
一
統
」」（『
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
渡
る
哲
学

・
思
想
』
明
治
書
院
、
二
〇
一
一
年
）。

（
三
八

）
渡
辺
信
一
郎
「
天
下
の
領
域
構
造
―
戦
国
秦
漢
期
を
中
心
に
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報

告
』
人
文
・
社
会
五
一
、
一
九
九
九
年
、『
中
国
古
代
の
王
権
と
天
下
秩
序
―
日
中
比
較
史
の

視
点
か
ら
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
三
年
に
所
収
）。

（
三
九

）
従
郡
至
倭
、
循
海
岸
水
行
、
歴
韓
国
、
乍
南
乍
東
、
到
其
北
岸
狗
邪
韓
国
。

①

七
千
余
里
。

始
度
一
海
、

②

千
余
里
至
対
馬
国
。
…
…
又
南
渡
一
海

③

千
余
里
、
名
曰
瀚
海
、
至
一
大
〔
支
〕

国
。
…
…
又
渡
一
海
、

④

千
余
里
至
末
盧
国
。
…
…
東
南
陸
行

⑤

五
百
里
、
到
伊
都
国
、
官
曰
爾

支
、
副
曰
泄
謨
觚
・
柄
渠
觚
。
有
千
余
戸
、
世
有
王
、
皆
統
属
女
王
国
。
郡
使
往
来
、
常
所
駐
。

東
南
至
奴
国

⑥

百
里
、
官
曰
兕
馬
觚
、
副
曰
卑
奴
母
離
、
有
二
万
余
戸
。
東
行
至
不
弥
国

⑦

百
里
、

官
曰
多
模
、
副
曰
卑
奴
母
離
、
有
千
余
家
。
南
至
投
馬
国
、

⑧

水
行
二
十
日
、
官
曰
弥
弥
、
副

曰
弥
弥
那
利
、
可
五
万
余
戸
。
南
至
邪
馬
壹
〔
臺
〕
国
、
女
王
之
所
都
、

⑨

水
行
十
日
、
陸
行

一
月
。
官
有
伊
支
馬
、
次
曰
弥
馬
升
、
次
曰
弥
馬
獲
支
、
次
曰
奴
佳
鞮
、
可
七
万
余
戸
。
…
…

此
女
王
境
界
所
尽
。
其
南
有
狗
奴
国
、
男
子
為
王
。
其
官
有
狗
古
智
卑
狗
。
不
属
女
王
。
自
郡

至
女
王
国

⑩

万
二
千
余
里
（『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人
の
条
）。
な
お
、「
一
大
国
」
は
、

『
梁
書
』『
北
史
』
に
よ
り
、「
一
支
国
」
に
改
め
る
。「
邪
馬
壹
国
」
は
、『
後
漢
書
』
に
よ
り
、

「
邪
馬
臺
国
」
に
改
め
る
。

（
四
〇

）
注
（
四
）
所
掲
榎
論
文
の
「
放
射
説
」
で
も
、
狗
邪
韓
国
か
ら
伊
都
国
ま
で
は
三
千
五
百
里

（
②
～
⑤
）、
伊
都
国
か
ら
邪
馬
台
国
ま
で
は
千
五
百
里
と
な
り
、
会
稽
郡
に
到
達
し
な
い
こ

と
は
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
東
潮
「『
三
国
志
』
東
夷
伝
の
文
化
環
境
」（『
国
立
民
俗
博
物
館

研
究
報
告
』
一
五
一
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
帯
方
郡
か
ら
弁
韓
の
狗
耶
韓
国
ま
で
の
「
七
千

里
」
は
六
服
の
方
七
千
里
、
倭
の
邪
馬
台
国
ま
で
の
「
万
二
千
里
」
は
、
七
千
里
に
禹
貢
九
州

の
方
五
千
里
、「
周
旋
五
千
里
」
を
あ
わ
せ
た
数
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
、
と
し
て
い
る
。

（
四
一

）
室
賀
信
夫
「
魏
志
倭
人
伝
に
描
か
れ
た
日
本
の
地
理
像
」（『
神
道
学
』
一
〇
、
一
九
五
六

年
）、「
魏
志
倭
人
伝
と
裴
秀
の
地
図
」（『
日
本
上
古
史
研
究
』
一
―
五
、
一
九
五
七
年
）。

（
四
二

）
倭
地
温
暖
、
冬
夏
食
生
菜
、
皆
徒
跣
。
有
屋
室
、
父
母
兄
弟
、
臥
息
異
処
。
以
朱
丹
塗
其
身

体
、
如
中
国
用
粉
也
。
食
飲
用
籩
豆
手
食
。
其
死
、
有
棺
無
槨
、
封
土
作
冢
。
始
死
停
喪
十
余

日
、
当
時
不
食
肉
、
喪
主
哭
泣
、
他
人
就
歌
舞
飲
酒
。
已
葬
、
挙
家
詣
水
中
澡
浴
、
以
如
練
沐

（『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人
の
条
）。

（
四
三

）
曹
操
の
薄
葬
令
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
陸
機
の
君
主
観
と
「
弔
魏
武
帝
文
」」（『
大
東

文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
四
九
、
二
〇
一
〇
年
、『
西
晉
「
儒
教
国
家
」
と
貴
族
制
』
汲
古
書
院
、

二
〇
一
〇
年
に
所
収
を
参
照
）。
ま
た
、「
薄
葬
」
と
い
う
理
念
に
つ
い
て
は
、
河
南
省
文
物
考

古
研
究
所
（
編
）、
渡
邉
義
浩
（
監
訳
）・
谷
口
建
速
（
訳
）『
曹
操
墓
の
真
相
』（
国
書
刊
行
会
、

二
〇
一
一
年
）
の
「
解
説
」
を
参
照
。

（
四
四

）『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷
伝
の
高
句
麗
の
条
に
は
、
高
句
麗
が
「
厚
葬
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

韓
の
条
に
は
、「
其
の
葬
」
が
「
槨
有
れ
ど
も
棺
無
し
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
四
五

）
魏
興
、
西
域
雖
不
能
尽
至
、
其
大
国
亀
茲
・
于
寘
・
康
居
・
烏
孫
・
疎
勒
・
月
氏
・
鄯
善
・



- 48 -

『三国志』東夷伝 倭人の条に現れた世界観と国際関係

車
師
之
属
、
無
歳
不
奉
朝
貢
、
略
如
漢
氏
故
事
。
而
公
孫
淵
仍
父
祖
三
世
有
遼
東
、
天
子
為
其

絶
域
、
委
以
海
外
之
事
、
遂
隔
断
東
夷
、
不
得
通
於
諸
夏
。
景
初
中
、
大
興
師
旅
、
誅
淵
、
又

潜
軍
浮
海
、
収
楽
浪
・
帯
方
之
郡
、
而
後
海
表
謐
然
、
東
夷
屈
服
（『
三
国
志
』
巻
三
十

東
夷

伝
序
）。
つ
と
に
、
稲
葉
岩
吉
「
魏
志
倭
人
伝
管
見
」（『
史
林
』
二
二
―
一
、
一
九
三
七
年
）

に
よ
っ
て
、
東
夷
伝
の
一
部
と
し
て
「
倭
人
の
条
」
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

（
四
六

）
田
村
専
之
助
「
魏
略
魏
志
東
夷
伝
の
性
質
」（『
歴
史
学
研
究
』
一
〇
―
七
、
八
、
一
九
四
〇

年
）
は
、
西
域
伝
を
欠
く
こ
と
の
偏
向
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
四
七

）『
太
平
御
覧
』
巻
七
百
八
十
二

四
夷
部
三

倭
の
条
に
は
、「
魏
志
曰
、
…
…
景
初
三
年
、
公

、

、

孫
淵
死
。
倭
女
王
遣
大
夫
難
升
米
等
詣
帶
方
郡
、
求
詣
天
子
朝
献
」
と
あ
り
（
現
行
本
と
の
異

、
、
、

、
、

同
に
は
傍
点
を
附
し
た
）、
現
行
の
『
三
国
志
』
に
は
な
い
「
公
孫
淵
死
」
と
い
う
字
句
が
含

、
、
、
、

ま
れ
る
。
公
孫
淵
の
死
去
は
、
景
初
三
年
で
あ
る
。

（
四
八

）
其
八
年
、
太
守
王
頎
到
官
。
倭
女
王
卑
弥
呼
、
与
狗
奴
国
男
王
卑
弥
弓
呼
素
不
和
。
遣
倭
載

斯
・
烏
越
等
詣
郡
、
説
相
攻
撃
状
。
遣
塞
曹
掾
史
張
政
等
、
因
齎
詔
書
・
黄
幢
、
拝
仮
難
升
米
、

為
檄
告
喩
之
。
卑
弥
呼
以
死
、
大
作
冢
。
径
百
余
歩
、
徇
葬
者
奴
婢
百
余
人
。
更
立
男
王
、
国

中
不
服
。
更
相
誅
殺
、
当
時
殺
千
余
人
。
復
立
卑
弥
呼
宗
女
壱
与
、
年
十
三
為
王
、
国
中
遂
定
。

政
等
以
檄
告
喩
壱
与
。
壱
与
遣
倭
大
夫
率
善
中
郎
将
掖
邪
狗
等
二
十
人
送
政
等
還
。
因
詣
臺
、

献
上
男
女
生
口
三
十
人
、
貢
白
珠
五
千
孔
・
青
大
句
珠
二
枚
・
異
文
雑
錦
二
十
匹
（『
三
国

志
』
巻
三
十

東
夷
伝

倭
人
の
条
）。

（
四
九

）
卑
弥
呼
の
墓
と
称
さ
れ
る
箸
墓
古
墳
と
相
似
形
で
、
非
在
地
系
の
合
掌
型
竪
穴
式
石
室
を
持

つ
黒
塚
古
墳
か
ら
、「
黄
幢
」
に
比
定
さ
れ
る
「
Ｕ
字
形
鉄
製
品
」
が
出
土
し
て
い
る
。
注
（
四

〇

）
所
掲
東
論
文
を
参
照
。

（
五
〇

）
武
田
幸
男
「
三
韓
社
会
に
お
け
る
辰
王
と
臣
智
」（『
朝
鮮
文
化
研
究
』
三
、
一
九
九
七
年
）

を
参
照
。

（
五
一

）
公
孫
氏
と
の
関
わ
り
で
説
明
が
可
能
な
赤
烏
元
（
二
三
八
）
年
銘
画
文
帯
神
獣
鏡
は
、
山
梨

県
鳥
居
原
古
墳
で
、
赤
烏
七
（
二
四
四
）
年
銘
鏡
は
、
兵
庫
県
宝
塚
市
安
倉
古
墳
で
発
見
さ
れ

て
い
る
。
樋
口
隆
康
「
画
文
帯
神
獣
鏡
と
古
墳
文
化
」（『
史
林
』
四
三
―
五
、
一
九
六
〇
年
）、

岡
村
秀
典
『
三
角
縁
神
獣
鏡
の
時
代
』（
前
掲
）
な
ど
を
参
照
。

（
五
二

）
曹
爽
と
司
馬
懿
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
浮
き
草
の
貴
公
子

何
晏
」（『
大
久
保

隆
郎
教
授
退
官
記
念

漢
意
と
は
何
か
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、『
三
国
政
権
の
構
造
と

「
名
士
」』
前
掲
に
所
収
）
を
参
照
。
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